
９月定例会は8月30日(火)開会の予定です
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こんにちはこんにちは

須坂市議会です



月6
定例会

経済・感染防止対策等に経済・感染防止対策等に
77億億4,254,2544万円万円 補正予算補正予算
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提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
２
件
で
、
須
坂
市
独
自
の

経
済
対
策
や
感
染
防
止
対
策
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
国
の
補
助
金
を

最
大
限
に
活
用
す
る
も
の
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
議
を
経
て
、
本
会
議
の
採
決
で
は

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

ま
た
、
請
願
３
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
採
決
の
結
果
、
賛
否
は
分

か
れ
た
も
の
の
「
採
択
」
と
な
り
、
同
意
見
書
提
出
と
な
っ
た
。

今
定
例
会
は
、
２
０
２
２
年
度
補
正
予
算
案
２
件

の
ほ
か
、
条
例
案
な
ど
15
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
全

て
原
案
の
と
お
り
可
決
･
承
認
し
た
。

 

ま
た
、
請
願
３
件
を
採
択
し
、
意
見
書
３
件
を
可

決
し
た
。

補正予算の主な内容
第 3号
5 億 1,795 万 5千円
★新型コロナ ｢４回目｣ 追加接種実施  〈6,732 万 8 千円〉
★住民税非課税世帯 ( 昨年度本給付金対象除く ) へ１世帯

10 万円支給  〈9,755 万 3 千円〉
★賑わい創出拠点「やまじゅう」の管理委託・駐車場工事

〈663 万円〉
第 4号
2 億 2,458 万 3千円
★中学生までの子ども１人につき３万円（所得制限なし）の

子育て応援給付金支給事業  〈1 億 9,500 万円〉
★地域公民館・旧上高井郡役所サーマルカメラ配備

〈185 万 2 千円〉
★柔道場・剣道場などの外トイレ（６カ所）の洗面台の自動

水洗化  〈775 万円〉

請
願
請
願    

・・
陳
情
陳
情    

・
意
見
書

・
意
見
書

● 

再
審
法（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
）の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願
書

請
願
者	

日
本
国
民
救
援
会
須
高
支
部  

支
部
長　

永
井
光
明 

ほ
か
１
名

紹
介
議
員　

竹
内　

勉　

佐
藤
壽
三
郎

採
決
結
果 

採
択
し
、
議
員
提
出
の
同
意
見
書
を
可
決

● 

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る
請
願
書

請
願
者	

連
合
長
野
高
水
地
域
協
議
会
須
高
地
区
連
合
会  

会
長 

荻
原
公
和 

ほ
か
１
名

紹
介
議
員　

荒
井  

敏

採
決
結
果 

採
択
し
、
議
員
提
出
の
同
意
見
書
を
可
決

● 

「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と
教
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る
請
願
書

陳
情
者	

連
合
長
野
高
水
地
域
協
議
会
須
高
地
区
連
合
会  

会
長 

荻
原
公
和 

ほ
か
１
名

紹
介
議
員　

荒
井  

敏

採
決
結
果 

採
択
し
、
議
員
提
出
の
同
意
見
書
を
可
決

　
★
可
決
と
な
っ
た
意
見
書
は
国
会
や
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

本
意
見
書
は
、
無
実
の
人
が
救
済
さ
れ
る
の
に
余
り
に
も
歳
月
を
要
す
た
め
、
こ
の
課
題
の
解
消

策
と
し
て
法
改
正
を
求
め
、
再
審
の
扉
を
開
け
る
よ
う
要
求
す
る
も
の
。

罪
を
犯
し
て
い
な
い
人
が
、
犯
罪
者
と
し
て
、
法
に
よ
る
制
裁
を
受
け
る
冤
罪
は
、
一
人
の
人
生

を
破
壊
し
、
人
格
ま
で
も
否
定
さ
れ
る
。

判
決
が
確
定
し
て
も
、そ
も
そ
も
罪
を
犯
し
て
い
な
い
人
が
、裁
判
の
や
り
直
し
を
求
め
る
権
利
が
「
再

審
請
求
」
で
あ
る
。
誤
っ
て
有
罪
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
、
復
権
さ
れ
る
最
後
の
手
立
て
で
あ
る
。

佐
藤
壽
三
郎

賛
成

討
　
論

本
意
見
書
で
は
、「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
率
が
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

で
、
自
治
体
間
の
教
育
格
差
が
生
じ
る
こ
と
は
大
き
な
問
題
」
と
あ
る
が
、
実
際
は
国
庫
負
担
に
不
足
す

る
財
源
は
税
源
移
譲
で
確
保
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
状
況
で
国
庫
負
担
の
拡
充
を
求
め
る
こ
と
は
、
引
き
下

げ
た
分
を
元
に
戻
そ
う
と
い
う
意
図
が
明
確
で
、
政
府
・
与
党
合
意
の
軽
視
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

討
　
論

堀
内  

章
一

反
対

小
学
校
全
体
で
35
人
学
級
へ
の
引
き
下
げ
を
行
う
の
は
、
教
育
効
果
が
十
分
、
か
つ
、
実
証
的
に

分
析
・
検
証
さ
れ
て
い
な
い
現
段
階
に
お
い
て
、「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
に
つ
い
て
」
は
、

ま
だ
そ
の
時
期
に
達
し
て
い
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
意
見
書
に
つ
い
て
も
反
対
す
る
。

討
　
論

堀
内  

章
一

反
対

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議
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印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ
 
コ
ン
ビ
ニ
で
印
鑑
証

明
書
を
取
得
す
る
と
き
は
、

印
鑑
登
録
証
は
必
要
な
い

の
か
。

Ａ
 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
み
必
要
と
な
る
。

Ｑ
 
従
来
ど
お
り
窓
口
で

交
付
を
受
け
る
場
合
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
必
要

な
い
の
か
。

Ａ
 
必
要
な
い
。
印
鑑
登
録

証
の
み
必
要
と
な
る
。

Ｑ
 
市
民
ホ
ー
ル
に
設
置

す
る
多
機
能
端
末
機
の
決

済
方
法
は
。

Ａ
 
現
金
の
み
の
運
用
と

な
る
。
な
お
、
市
民
課
窓
口

で
は
11
月
か
ら
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
予
定

で
あ
り
、
現
金
以
外
の
場
合

は
窓
口
で
の
交
付
を
お
願

い
し
た
い
。

Ｑ
 
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
の

本
人
確
認
に
つ
い
て
は
。

Ａ
 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
用
す
る
た
め
、
４
桁

の
暗
証
番
号
の
入
力
が
必

要
と
な
る
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

信
州
須
坂
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
中
止

Ｑ
 
今
ま
で
34
回
の
大
会

を
実
施
す
る
中
で
、
毎
回
改

善
点
を
検
討
し
て
い
る
の

で
は
。

Ａ
 
２
０
１
８
年
か
ら
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
と
な
っ
て
、

コ
ー
ス
が
不
評
、
小
中
学
生

の
参
加
者
が
減
少
し
て
い

る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
来

年
度
以
降
、
こ
の
ま
ま
続
け

て
よ
い
の
か
等
含
め
、
実
行

委
員
会
で
の
検
討
が
必
要
。

福祉環境
コ
ン
ビ
ニ
で
の
印
鑑
証

明
書
交
付
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要

	

委
員
長

	

久
保
田
克
彦

	

副
委
員
長

	

荒
井
一
彦

	

委
員

	

宮
本
泰
也

	

岡
田
宗
之

	

酒
井
和
裕

	

佐
藤
壽
三
郎

Ｑ
 
指
定
管
理
者
に
委
託

し
て
、
出
店
者
の
応
募
が
な

か
っ
た
場
合
の
責
任
は
。

Ａ
 
３
年
間
の
契
約
だ
が
、

場
合
に
よ
っ
て
は
１
年
で

見
直
す
こ
と
も
考
え
て
い

る
。

Ｑ
 
指
定
管
理
者
の
関
係

者
が
起
業
の
た
め
に
出
店

す
る
こ
と
は
な
い
か
。

Ａ
 
指
定
管
理
者
の
直
営

店
を
出
店
す
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
。
条
例
に
基
づ
き

注
視
し
て
い
く
。

賛
成
討
論
 
国
の
補
助
金

を
活
用
し
て
施
設
を
作
っ

て
も
、
失
敗
し
た
事
例
が
あ

る
。
環
境
は
厳
し
い
が
前
向

き
に
実
施
し
て
ほ
し
い
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

凍
結
防
止
剤
散
布
車
取
得

Ｑ
 
現
在
、
市
に
は
３
台
あ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
老
朽
化

に
よ
る
購
入
か
。

Ａ 

20
年
以
上
経
過
し
た

車
両
が
廃
車
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
新
た
に
購
入
す
る

も
の
。《

全
会
一
致
で
可
決
》

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
改
正

Ｑ
 
水
道
メ
ー
タ
ー
の
口

径
１
５
０
㎜
の
料
金
区
分

を
新
た
に
設
け
る
理
由
は
。

Ａ
 
今
後
建
設
さ
れ
る
イ

オ
ン
モ
ー
ル
の
使
用
水
量

を
鑑
み
て
設
け
る
も
の
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

果
実
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
作
成

Ｑ
 
作
成
す
る
目
的
は
。

Ａ
 
須
坂
市
を
代
表
す
る

果
物
で
一
般
公
募
に
よ
り

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成

し
、
市
の
産
地
で
あ
る
こ
と

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

経済建設
「
や
ま
じ
ゅ
う
」の
指
定

管
理
者
が

U·

I
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

に
決
定

	

委
員
長

	

水
越
正
和

	

副
委
員
長

	

牧 

重
信

	

委
員

	

荒
井 

敏

	

竹
内 

勉

	

中
島
義
浩

	

霜
田 

剛

更新予定の水槽付き消防ポンプ車等を
現地調査

Ｑ
 
一
般
競
争
入
札
で
応

札
が
２
者
だ
け
の
理
由
は
。

Ａ
 
消
防
車
両
は
特
殊
で

あ
る
た
め
、
装
備
を
取
り

扱
え
る
業
者
が
限
ら
れ
た

た
め
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
 
更
新
す
る
車
両
は
、

走
行
距
離
３
万
５
千
㎞
程

だ
が
更
新
時
期
は
妥
当
か
。

Ａ
 
車
両
は
17
年
経
過
し

て
い
る
が
、
メ
ー
カ
ー
で

は
概
ね
15
年
経
過
し
た
場

合
、
部
品
を
取
り
置
き
し

な
い
た
め
、
妥
当
な
更
新

時
期
と
考
え
る
。

Ｑ
 
新
た
に
装
備
す
る
圧

縮
空
気
泡
消
火
装
置
と
は
。

Ａ
 
水
と
泡
の
混
合
液
に

圧
縮
し
た
空
気
を
入
れ
る

装
置
で
、
少
な
い
水
で
効

率
的
に
消
火
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

Ｑ
 
「
個
人
の
市
民
税
に

係
る
給
与
所
得
者
の
扶
養

親
族
等
申
告
書
の
記
載
事

項
に
１
３
３
万
円
以
下
の

所
得
を
有
す
る
配
偶
者
の

氏
名
を
加
え
る
」
と
あ
る

が
、
市
民
の
利
便
性
は
。

Ａ
 
従
来
の
扶
養
親
族
等

申
告
書
は
、
所
得
税
と
の

共
通
様
式
の
た
め
、
控
除

が
住
民
税
の
み
該
当
す
る

場
合
は
、
記
載
欄
が
な
く
、

別
途
住
民
税
の
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

改
正
に
よ
り
、
一
つ
の
手

続
き
で
済
む
よ
う
に
な
る
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

総務文教
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の
取
得

	

委
員
長

	

古
家
敏
男

	

副
委
員
長

	

宮
坂
成
一

	

委
員

	

堀
内
章
一

	

西
澤
え
み
子

	

浅
井
洋
子

	

石
合 

敬

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果

委
員
会
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屋
部
町
公
会
堂
の
新
築
に

伴
う
防
災
行
政
無
線
の
移

設
費 

４
３
４
万
７
千
円

Ｑ
 
移
設
費
が
高
す
ぎ
な

い
か
。

Ａ
 
特
殊
な
機
器
の
た
め
、

設
置
と
管
理
を
専
門
業
者

に
随
意
契
約
し
て
お
り
、

そ
の
業
者
か
ら
見
積
を
取

っ
て
い
る
。
新
規
設
置
の

場
合
、
１
千
万
円
程
に
な

る
の
で
、
移
設
費
は
妥
当

な
額
と
考
え
て
い
る
。

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

補
助
金 

５
０
０
万
円

Ｑ
 
要
望
の
状
況
は
。

Ａ
 
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
の
公
会
堂

備
品
に
つ
い
て
は
、
毎

年
各
町
に
要
望
調
査

を
行
い
、
今
年
度
は

19
町
か
ら
要
望
が
あ

り
４
町
を
申
請
し
た
。

そ
の
う
ち
２
町
が
採

択
さ
れ
た
。

体
育
施
設
の
外
ト
イ
レ
改

修
工
事 

７
７
５
万
円

Ｑ
 
外
ト
イ
レ
は
入
口
に

ド
ア
が
あ
る
も
の
ば
か
り

だ
が
、
安
全
対
策
は
。

Ａ
 
体
育
施
設
だ
け
で
な

く
、
他
の
公
共
施
設
も
含

め
関
係
課
で
検
討
し
た
い
。

Ｑ
 
体
育
施
設
の
外
ト
イ

レ
の
水
洗
化
等
の
状
況
は
。

Ａ
 
水
洗
化
等
さ
れ
て
い

な
い
ト
イ
レ
も
あ
る
が
、

北
部
体
育
館
・
市
民
体
育

館
・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
は
対
応
済
み
。

保
育
所
等
処
遇
改
善
臨
時

特
例
事
業
補
助
金 

 

１
１
３
９
万
７
千
円

Ｑ
 
保
育
士
の
処
遇
改
善

の
た
め
の
補
助
金
だ
が
、

保
育
士
の
給
与
は
ど
の
く

ら
い
上
が
っ
た
の
か
。

Ａ
 
常
勤
の
保
育
士
で
月

額
９
千
円
、
年
収
で
３
％

以
上
改
善
し
な
い
と
国
の

交
付
金
対
象
に
な
ら
な
い

た
め
、
そ
の
金
額
は
超
え

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

小
中
学
生
の
自
然
体
験
学

習
宿
泊
費 

43
万
円

Ｑ
 
食
材
費
や
燃
料
費
の

高
騰
で
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
宿

泊
費
が
上
が
っ
た
こ
と
に

よ
る
、
保
護
者
負
担
軽
減

の
め
の
公
費
負
担
だ
が
、

今
後
も
物
価
が
上
が
る
可

能
性
が
あ
る
が
。

Ａ
 
保
護
者
の
負
担
額
は
、

過
去
の
「
青
年
の
家
」
活

用
時
の
負
担
額
１
５
０
０

円
程
度
と
同
額
で
継
続
し

て
い
き
た
い
。

校
外
活
動
コ
ロ
ナ
対
策
費

 

９
０
３
万
円

Ｑ
 
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
対

応
と
大
型
バ
ス
の
増
台
分

と
の
こ
と
だ
が
、
１
台
に

何
人
乗
車
予
定
な
の
か
。

Ａ
 
大
型
バ
ス
１
台
の
定

員
は
約
55
人
だ
が
、
今
回

は
多
く
て
も
35
人
と
考
え

て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種 

６
７
３
２
万
８
千
円

Ｑ 

60
歳
以
上
等
で
４
回

目
の
接
種
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
３
回
目
の
接
種

率
が
低
い
状
況
で
接
種
率

を
上
げ
る
方
策
は
。

Ａ
 
３
回
目
を
希
望
さ
れ

る
方
に
は
、
一
部
の
個
別

接
種
実
施
医
療
機
関
で
接

種
可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、

７
月
は
集
団
接
種
で
も
受

け
入
れ
る
予
定
。
ま
た
、

広
報
須
坂
７
月
号
で
、
新

た
に
追
加
さ
れ
た
ノ
バ
バ

ッ
ク
ス
ワ
ク
チ
ン
を
周
知

し
て
い
く
。

保
育
園
・
教
育
・
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

移
住
支
援
金 

 

７
８
０
万
円

Ｑ
 
都
市
圏
か
ら
の
移
住

者
に
対
す
る
支
援
金
と
の

こ
と
だ
が
、
何
組
が
移
住

を
決
め
て
い
る
の
か
。

Ａ
 
子
育
て
世
帯
の
加
算

の
な
い
旧
制
度
で
該
当
の

見
込
ま
れ
る
方
が
７
件
、

子
育
て
世
帯
の
加
算
の
あ

る
新
制
度
で
３
件
を
見
込

ん
で
い
る
。

「
賑
わ
い
創
出
拠
点
や
ま
じ

ゅ
う
」
指
定
管
理
委
託
料 

 

６
６
３
万
円

Ｑ
 
須
坂
市
民
の
た
め
に

な
る
施
設
と
な
る
の
か
。

Ａ
 
指
定
管
理
者
が
実
施

す
る
マ
ル
シ
ェ
等
の
イ
ベ
ン

ト
を
と
お
し
て
、
賑
わ
い
が

創
出
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

Ｑ
 
施
設
の
規
模
か
ら
す

る
と
駐
車
場
が
７
台
分
で

は
少
な
い
の
で
、
隣
地
を

活
用
す
る
等
、
増
設
は
考

え
て
い
な
い
の
か
。

Ａ
 
今
後
の
状
況
を
み
て

場
合
に
よ
っ
て
は
指
定
管

理
者
と
協
議
し
て
い
く
。

道
路
改
良
事
業
（
防
災
安

全
） 

２
億
６
４
４
２
万
円

Ｑ
 
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
み

な
ら
ず
、
通
学
路
も
整
備

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
場

所
は
ど
こ
な
の
か
。

Ａ
 
イ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
、

井
上
小
学
校
福
島
線
、
村

山
八
町
線
、
井
上
駅
跨
線

橋
線
、
そ
の
他
市
道
の
米

持
東
中
学
校
線
、
亀
倉
米

子
線
で
実
施
し
て
い
く
。

Ｑ
 
通
学
路
の
整
備
場
所

は
誰
が
決
定
し
た
の
か
。

Ａ
 
今
回
の
安
全
対
策
は

道
路
管
理
者
の
長
野
県
、

須
坂
市
、
警
察
等
す
べ
て

の
機
関
で
決
定
し
た
も
の
。

移
住
・
商
業
・
道
路

千円単位、四捨五入

公
会
堂
・
体
育
施
設
整
備

議
案
審
議

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

分
科
会

分
科
会
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一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、

市
の
考
え
を
問
う
も
の

で
す
。

本
定
例
会
で
は
、
６
月

14
日
か
ら
17
日
ま
で
の

４
日
間
行
わ
れ
、
16
人

の
議
員
が
質
問
し
ま
し

た
。
掲
載
は
質
問
順
と

し
て
い
ま
す
。

一 般 質 問 項 目

霜田 剛 
	● 暮らしを守る安心安全の町づく
り
	● 高校再編

中島 義浩 
	● 教育行政（コロナ感染対策含む）
の課題
	● 保育・幼稚園・遊具設置施設管
理
	● 道路行政・中心市街地利活用
	● 道交法施行規則一部改正の対応

佐藤壽三郎 
	● 須坂の宝である子どもたちをど
う護るか
	● みんなで支えあい穏やかに暮ら
せる須坂を
	● 市民のため、子孫のために
	● 市職員の副業

酒井　和裕 
	● 学校並びに自治会の役員の現状
とあり方
	● 地方創生を進める中で、中・長
期的な展望に基づいた須坂市の
目指す将来像

岡田 宗之 
	● 安心安全なまちづくり
	● 広域連携
	● 市立博物館分館

荒井　一彦 
	● 重伝建選定の進捗状況
	● クラウドファンディング型ふる
さと納税

古家　敏男 
	● 社会福祉協議会の生活支援事業
	● コロナ禍での市内事業者への支
援策
	● 市より各区への補助金および支
援策

荒井　敏 
	● 市内の幹線道路に関する問題
	● 高齢者の交通問題
	● 自転車に係る交通問題

宮本　泰也 
	● 戦争のない未来をどう創るのか
	● 須坂市の景観・環境をどう創る
のか
	● ふるさと納税型クラウドファン
ディング
	● 子育て政策

水越　正和 
	● 学校における部活の今後のあり
かた
	● 新型コロナ対策

石合　敬 
	● どこか怪しい６００万円もする
はずのない絵画購入
	● 市議会の採決に対する市長の発言
	● 信州須坂ハーフマラソン等のイ
ベント

浅井　洋子 
	● 未来を託す子どもを育てる教育
のまち
	● 幸せに健やかに過ごせるまちづ
くり

竹内　勉
	● 井上地区の給湯器等の水漏れ対
策の進捗状況は
	● コロナ、ウクライナ侵略、感染
防止と経済再建を一体で
	● ２０５０年ＣＯ２排出ゼロで気
候危機打開を
	● 動物愛護の気持ちを大切にした
取り組みの強化を

西澤　えみ子 
	● 安心・安全なまちづくり
	● ふるさと納税返礼品

久保田克彦 
	● 小・中学校の学校徴収金
	● 学校は地域づくりと密接不可分
～小規模校として存続する道も
丁寧な議論を
	● コロナ禍での生活困窮者と生活
保護行政

堀内　章一 
	● 物価高騰等に対する地方創生臨
時交付金の活用
	● 太陽光パネル大量廃棄時代到来
	● サニタリーボックス設置

一般質問

代表質問

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

一般質問
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果

一
般
質
問
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  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

須坂新校は地域に愛され、
全国に誇れる立派な素晴
らしい高校になればよい

暮
ら
し
を
守
る
安
心
安
全

の
町
づ
く
り

問
 
今
日
ま
で
の
、
一
連

の
行
動
へ
の
市
民
の
不
信

感
に
対
し
、
ア
ー
ル
エ
フ

に
は
信
頼
回
復
・
市
民
生

活
の
安
心
安
全
の
た
め
に
、

速
や
か
に
誠
意
あ
る
調
査

報
告
書
の
提
出
を
願
う
。

市
民
環
境
部
長
 
県
も

調
査
要
請
の
み
で
し
か
対

応
で
き
ず
、
富
士
通
と
ア

ー
ル
エ
フ
と
の
不
動
産
売

買
契
約
に
基
づ
く
、
毎
月

の
調
査
・
結
果
報
告
の
再

開
に
つ
い
て
引
き
続
き
働

き
か
け
を
行
う
。

問
 
県
外
所
有
者
の
放
置

空
き
地
に
雑
木
・
雑
草
等

が
生
い
茂
り
、
歩
道
や
隣

接
住
宅
に
枝
が
張
り
出
し
、

ご
み
の
投
げ
入
れ
、
虫
の

発
生
、
防
犯
上
等
迷
惑
空

き
地
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
環
境
部
長
 
過
日
、

草
刈
り
が
実
施
さ
れ
た
が
、

立
木
は
未
処
理
。
２
０
２

３
年
４
月
か
ら
の
民
法
改

正
も
踏
ま
え
対
応
を
検
討
。

問
 
過
日
、
４
区
長
・
３

小
中
学
校
長
連
名
の
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
設
置
等
の
要

望
書
を
提
出
し
た
が
。

市
民
環
境
部
長
 
危
険

性
の
高
い
所
か
ら
順
次
整

備
す
る
。

高
校
再
編

問
 
高
校
再
編
改
革
に
避

け
て
通
れ
な
い
も
の
に

「
激
変
す
る
新
た
な
社
会

へ
の
対
応
」
と
「
極
端
な

少
子
化
」
が
あ
る
が
。

教
育
長
 
先
進
的
な
デ
ュ

ア
ル
シ
ス
テ
ム
と
新
た
な

普
通
科
が
連
携
し
、
化
学

反
応
を
生
み
出
す
学
び
の

場
を
広
げ
た
い
と
い
う
提

案
が
再
編
成
の
柱
だ
。

問
 
新
た
な
普
通
科
モ
デ

ル
校
が
紹
介
さ
れ
た
が
。

教
育
長
 
須
坂
新
校
も
地

域
資
源
を
学
び
に
生
か
し
、

地
域
と
し
て
ど
ん
な
高
校

が
欲
し
い
か
、
何
が
で
き

る
か
の
提
案
が
必
要
。

霜田 剛 議員
ア
ー
ル
エ
フ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
未
調
査
は

市
に
は
指
導
権
限
が
な
く
対
応
に
苦
慮

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議
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  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

いじめを傍観せず
「勇気ある言葉」で一歩踏
み出すことがいじめの減
少になると考えます

問
 
２
０
２
１
年
度
の

須
坂
市
の
小
中
学
校
の
い

じ
め
の
実
態
に
つ
い
て
、

文
科
省
へ
の
報
告
件
数
は
。

教
育
長
 
小
学
校
４
４

１
件
、
中
学
校
41
件
。

問
 
「
い
じ
め
」
の
態
様

は
。

教
育
長
 
小
学
校
で
は
冷

や
か
し
、
か
ら
か
い
、
悪

口
が
最
も
多
く
、
次
が
叩

か
れ
る
、
蹴
ら
れ
る
と
い

う
一
時
的
な
暴
力
行
為
。

中
学
校
で
は
、
男
子
は
冷

や
か
し
、
か
ら
か
い
、
悪

口
が
一
番
多
く
、
叩
か
れ

る
等
一
時
的
な
暴
力
行
為
。

女
子
は
、
冷
や
か
し
、
か

ら
か
い
が
一
番
多
く
、
次

が
無
視
や
仲
間
は
ず
し
。

問
 
「
い
じ
め
」
を
傍
観

す
る
子
ど
も
た
ち
が
小
学

校
・
中
学
校
で
お
お
む
ね

40
％
。
傍
観
し
て
し
ま
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
具
体
的

な
指
導
は
。

教
育
長
 
被
害
者
に
と
っ

て
傍
観
者
は
、
加
害
者
と

同
じ
位
置
に
い
る
と
理
解

を
深
め
る
こ
と
。「
い
じ

め
は
許
さ
れ
な
い
」
と
い

う
正
し
い
認
識
と
「
い
じ

め
を
見
逃
さ
な
い
」
態
度

を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
。

意
見
 
い
じ
め
を
傍
観

す
る
子
ど
も
た
ち
が
〝

勇
気
の
あ
る
言
葉
〟
で

一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
「
い
じ
め
」

の
減
少
に
繋
が
る
と
期

待
す
る
。

問 

21
年
度
、
須
坂
市
の

不
登
校
児
童
数
は
。

教
育
長
 
小
学
生
26
人
、

中
学
生
65
人
。
小
中
学
生

共
に
昨
年
度
よ
り
１
名
増

と
い
う
状
況
で
あ
る
。

問
 
標
準
カ
バ
ン
の
購
入

者
数
は
。

教
育
長
 
導
入
初
年
度
の

21
年
度
32
人
、
22
年
度
20

人
。
２
年
間
で
52
人
使
用
。

問
 
「
学
校
給
食
」
食
材

価
格
の
高
騰
の
影
響
は
。

教
育
長
 
価
格
上
昇
の
少

な
い
国
内
産
の
食
材
を
選

び
、
献
立
を
工
夫
す
る
な

ど
保
護
者
へ
の
負
担
を
考

慮
し
、
給
食
費
の
値
上
げ

は
考
え
て
い
な
い
。

保
育
園
・
幼
稚
園
・
遊
具

設
置
施
設
管
理

問
 
保
育
園
の
砂
場
は
、

犬
・
猫
の
糞
尿
か
ら
園
児

は
守
ら
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長
 
公
立
保
育

園
で
も
、
夜
間
や
休
日
は

シ
ー
ト
を
か
け
る
対
策
を

実
施
す
る
。

問
 
須
坂
保
育
園
送
迎
用

駐
車
場
へ
街
路
灯
設
置
を
。

教
育
次
長
 
地
権
者
に
相

談
し
、
足
元
を
照
ら
す
こ

と
が
で
き
る
ラ
イ
ト
等
、

設
置
の
方
向
で
検
討
す
る
。

問
 
使
用
済
み
紙
お
む
つ

は
保
育
園
で
処
分
を
。

教
育
次
長
 
す
ぐ
に
は
困

難
だ
が
、
今
後
、
保
護
者

会
の
費
用
負
担
や
保
管
場

所
等
を
含
め
検
討
す
る
。

道
交
法
改
正
へ
の
対
応

問
 
安
全
運
転
管
理
者
の

業
務
拡
充
と
は
。

総
務
部
長
 
公
用
車
運
転

時
に
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ

カ
ー
で
検
査
し
て
い
る
が
、

今
後
は
運
転
前
後
で
行
う
。

いじめを傍観する子どもへの指導は

｢許されない｣という認識を持たせる

中島 義浩 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会



県立こども病院
(健康づくり課提供 )

一般質問一般質問

2022 年 ( 令和 4 年 ) 8 月 1 日　第 170 号 8

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

御開帳、御柱祭の御利益
により、コロナ第６波は
沈静の兆しあるも、油断
禁物ですぞ

須
坂
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
と
市
民
を
ど
う
護
る

か問
 
県
立
こ
ど
も
病
院
に
、

「
小
児
が
ん
セ
ン
タ
ー
」

が
こ
の
４
月
に
発
足
し
た
。

こ
の
朗
報
を
い
か
に
、
市

民
に
提
供
す
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
小
児
が

ん
は
、
風
邪
の
よ
う
な
症

状
や
痛
み
が
続
く
症
状
で

医
療
機
関
を
受
診
し
検
査

し
た
結
果
、
が
ん
と
診
断

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
と
の
こ
と
。

保
護
者
か
ら
受
診
や

治
療
に
つ
い
て
の
相
談
が

あ
っ
た
時
に
は
、
県
や
医

療
機
関
と
も
連
携
し
て
、

安
心
し
て
医
療
を
受
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
。

問
 
医
療
的
ケ
ア
の
必
要

な
子
ど
も
や
家
族
の
支
援

セ
ン
タ
ー
が
４
月
、
県
庁

に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
。

健
康
福
祉
部
長
 
既
に
医

療
や
療
育
に
関
わ
る
支
援

者
と
保
健
師
等
が
連
携
を

と
っ
て
支
援
に
あ
た
っ
て

き
た
。
医
療
的
ケ
ア
児
支

援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ

た
こ
と
で
、
よ
り
一
層

個
々
に
合
わ
せ
た
支
援
が

提
供
で
き
る
よ
う
連
携
を

深
め
て
い
く
。

問
 
信
大
医
学
部
附
属
病

院
が
「
頭
痛
外
来
」
を
開

設
し
た
。
偏
頭
痛
の
患
者

は
、
全
国
で
お
よ
そ
８
０

０
万
人
。「
こ
れ
ま
で
は

痛
み
を
和
ら
げ
る
対
症
療

法
だ
っ
た
が
、
去
年
画
期

的
な
予
防
薬
が
国
内
で
認

可
さ
れ
、
病
院
で
は
こ
う

し
た
最
新
の
医
療
も
提
供

す
る
」
と
の
こ
と
。
須
坂

市
の
対
応
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部
長
 
受
診
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
か
か

り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介
が

必
要
と
な
る
。

市
民
が
必
要
な
治
療
を

選
択
で
き
る
よ
う
、
適
切

な
情
報
を
提
供
し
、
安
心

し
て
医
療
を
受
け
て
頂
け

る
よ
う
支
援
す
る
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
構
想

問
 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
市

街
地
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
運
行
を
提
案
す
る
。

市
が
４
月
に
実
施
し

た「
無
料
バ
ス
で
巡
ろ
う
」

運
行
は
、
そ
の
目
論
見
と

捉
え
て
よ
い
か
。

副
市
長
 
開
業
す
る
イ
オ

ン
モ
ー
ル
を
訪
れ
る
方
々

の
市
街
地
へ
の
回
遊
を
想

定
し
て
の
実
証
運
行
を
実

施
し
た
。

市
職
員
の
副
業

問
 
こ
の
４
月
か
ら
試
行

さ
れ
て
い
る
「
須
坂
市
地

域
貢
献
活
動
応
援
制
度
」

に
つ
い
て
。

総
務
部
長
 
公
務
員
の
兼

業
は
法
に
よ
る
公
務
の
公

正
の
確
保
、
職
員
の
品
位

の
保
持
等
の
た
め
制
限
さ

れ
て
い
る
。
活
動
を
通
じ

た
社
会
貢
献
や
職
員
の
能

力
向
上
等
に
期
待
し
、
制

度
の
浸
透
を
図
り
つ
つ
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
を
病
気
か
ら
ど
う
護
る
か

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
支
援
こ
そ

佐藤 壽三郎 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

分
科
会

一
般
質
問

委
員
会



インター周辺、ものづくり産業施設内の
建設途上の工場建屋

一般質問

第 170 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 8 月 1 日9

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

高齢化が進み自治会も担
い手不足になりつつある
が、行政・区での話し合
いで良い方向性を

問
 
地
方
に
お
け
る
企
業

誘
致
は
、
雇
用
創
出
や
経

済
活
性
化
の
有
効
策
の
ひ

と
つ
で
、
ひ
っ
迫
す
る
地

域
経
済
を
立
て
直
し
、
自

治
体
と
し
て
存
続
し
て
い

く
た
め
の
稼
げ
る
地
方
へ

の
足
が
か
り
で
あ
る
。
企

業
が
納
め
る
税
金
だ
け
で

な
く
、
新
た
な
産
業
が
育

つ
可
能
性
も
あ
り
、
起
業

す
る
人
や
移
住
者
が
増
え

れ
ば
地
方
財
政
も
潤
い
、

雇
用
の
拡
大
や
人
口
流
出

の
防
止
策
に
な
る
こ
と
か

ら
積
極
的
に
企
業
誘
致
を

進
め
て
は
。

市
長
 
現
在
、
市
内
に
は

新
た
な
外
部
企
業
を
誘
致

す
る
た
め
の
空
き
用
地
が

十
分
で
な
く
、
工
業
系
の

用
途
地
域
外
や
市
街
化
調

整
区
域
内
の
既
存
企
業
の

拡
張
に
つ
い
て
も
法
規
制

に
よ
り
進
め
ら
れ
な
い
。

問
 
富
士
通
㈱
が
撤
退
し

て
10
年
以
上
が
過
ぎ
、
そ

の
間
、
日
滝
原
産
業
団
地

は
県
の
努
力
で
、
ま
た
、

富
士
通
㈱
の
口
利
き
で
太

陽
誘
電
㈱
が
来
た
が
何
年

か
で
撤
退
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
も
㈱
長
工
か
ら
の
出
店

の
話
が
あ
り
、
㈱
長
工
と

須
坂
市
の
努
力
に
よ
り
実

現
し
た
が
、
市
独
自
の
企

業
誘
致
の
施
策
は
少
し
弱

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
 
イ
ン
タ
ー
周
辺
地

区
の
開
発
を
支
援
す
る
事

が
最
優
先
で
あ
る
。
岩
盤

規
制
と
も
言
わ
れ
る
農
地

法
等
は
、
厳
し
い
規
制
の

た
め
、
外
部
企
業
を
誘
致

す
る
開
発
を
進
め
る
状
況

に
な
い
。

問
 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
開

業
に
伴
い
、
中
心
市
街
地

の
商
業
施
設
、
特
に
大
型

ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
ク
ス

ト
ア
等
は
相
当
な
痛
手
を

受
け
、
撤
退
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り

高
齢
者
等
の
買
い
物
難
民

も
起
こ
る
可
能
性
を
ど
の

よ
う
に
み
る
の
か
。

市
長
 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の

開
業
は
、
中
心
市
街
地
へ

の
影
響
は
少
な
か
ら
ず
あ

る
と
思
う
が
、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
に
全
て
流
れ
る
こ
と

は
な
く
、
市
内
に
あ
る
多

く
の
事
業
者
は
自
助
努
力

に
よ
り
、
魅
力
あ
る
店
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
育
行
政

問
 
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
任
意
団
体

で
あ
り
、
入
会
義
務
は
な

い
が
、
保
護
者
の
ほ
と
ん

ど
が
加
入
し
、
子
ど
も
た

ち
の
教
育
向
上
な
ど
多
く

の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

反
面
、
活
動
に
対
す
る
多

忙
感
、
女
性
の
社
会
進
出
、

高
齢
化
に
伴
う
介
護
問
題

な
ど
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
の
な
り
手
が
い
な
い

課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

教
育
次
長
 
須
坂
市
に
お

い
て
も
保
護
者
の
ほ
と
ん

ど
が
加
入
し
て
い
る
が
、

少
子
高
齢
化
や
働
き
方
の

多
様
化
で
役
員
の
な
り
手

不
足
が
生
じ
て
い
る
。
話

し
合
い
の
中
で
よ
り
良
い

方
向
性
を
見
つ
け
た
い
。

新産業創出で企業誘致を進めては

空き用地もなく法規制もあり厳しい

酒井 和裕 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果

一
般
質
問



北相之島の千曲川堤防

一般質問

2022 年 ( 令和 4 年 ) 8 月 1 日　第 170 号 10

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

風水害が発生する季節で
す。精度が高い情報が早
期に提供されるので早目
の安全対策を！

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

問
 
福
島
・
相
之
島
地
区

堤
防
強
化
工
事
の
進
捗
状

況
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

進
捗
率
は
、
福
島
60
％
。

相
之
島
地
区
は
50
％
。

問
 
気
象
庁
か
ら
の
「
氾

濫
危
険
情
報
」
の
発
令
が

３
時
間
前
に
繰
り
上
げ
に

な
っ
た
。
そ
の
情
報
の
活

用
と
対
応
は
。

総
務
部
長
 
避
難
準
備
の

時
間
が
従
前
よ
り
長
く
確

保
で
き
る
こ
と
や
早
期
に

警
戒
本
部
を
設
置
し
、
情

報
収
集
や
避
難
場
所
開
設

準
備
を
行
う
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
よ
り
安
全
な
避

難
行
動
に
繋
が
る
と
考
え

る
。
空
振
り
を
恐
れ
ず
早

期
の
発
令
を
し
て
い
く
。

問
 
機
能
別
消
防
団
員
制

度
で
何
名
入
団
さ
れ
た
か
。

消
防
長
 
消
防
団
員
を
経

験
さ
れ
た
第
１
種
13
名
と

地
域
か
ら
推
薦
さ
れ
た
第

２
種
19
名
の
計
32
名
。

問
 
消
防
団
員
報
酬
支
払

方
法
の
今
後
の
方
向
性
は
。

消
防
長
 
出
動
に
関
す
る

手
当
か
ら
個
人
支
給
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

問
 
国
土
交
通
省
が
進
め

て
い
る
「
か
わ
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
の
進
捗
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

福
島
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
隣

接
し
て
カ
ヌ
ー
発
着
所
を

年
度
内
に
完
成
予
定
。

問
 
今
回
の
竜
ヶ
池
の
ボ

ー
ト
転
覆
事
故
を
受
け
て

今
後
の
対
策
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

竜
ヶ
池
遊
船
所
ボ
ー
ト
安

全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
た
。
①
乗
船
を
２

歳
以
上
②
子
ど
も
用
と
一

般
用
の
救
命
胴
衣
を
設
置

③
吹
き
流
し
を
設
置
④
毛

布
・
バ
ス
タ
オ
ル
等
を
用

意
⑤
動
力
付
き
救
命
ボ
ー

ト
の
導
入
は
他
所
の
状
況

を
見
て
研
究
し
て
い
く
。

広
域
連
携
に
つ
い
て

問
 
須
高
地
域
の
よ
り
強

い
結
び
つ
き
を
図
る
た
め

総
務
省
が
掲
げ
る
「
定
住

自
立
圏
構
想
」
に
取
り
組

ん
で
は
。

副
市
長
 
現
在
は
、
条
件

で
あ
る
昼
夜
間
人
口
比
率

の
条
件
を
満
た
し
た
場
合

に
は
、
構
想
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

市
立
博
物
館
分
館

問
 
笠
鉾
会
館
ド
リ
ー
ム

ホ
ー
ル
１
階
を
従
来
ど
お

り
無
料
に
で
き
な
い
か
。

社
会
共
創
部
長
 
地
域

の
皆
様
や
関
係
団
体
の
意

見
を
伺
い
検
討
し
て
い
く
。

問
 
市
街
地
に
立
地
し
て

い
る
施
設
と
し
て
近
隣
商

店
街
と
連
携
を
進
め
た
ら

ど
う
か
。

社
会
共
創
部
長
 
意
見
交

換
か
ら
始
め
て
い
く
。

問
 
東
側
隣
接
地
に
蔵
づ

く
り
の
空
き
家
と
空
き
地

が
あ
る
。
利
活
用
の
可
能

性
に
つ
い
て
前
向
き
な
調

査
研
究
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

社
会
共
創
部
長
 
利
活
用

に
つ
い
て
は
財
源
も
含
め

十
分
な
検
討
が
必
要
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
災
害
復
旧
は

ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る

岡田 宗之 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議



この映画で製糸業のルーツが知れる

一般質問

第 170 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 8 月 1 日11

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

クラウドファンディング
の寄附金で「吉向焼」の
購入を慎重かつ迅速にす
るべきだ

「
重
伝
建
」
選
定
の
進
捗

状
況

問
 
戸
別
訪
問
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

社
会
共
創
部
長
 
現
時
点

で
対
象
と
な
る
延
べ
約
２

７
０
件
の
う
ち
、
約
１
４

０
件
を
訪
問
し
た
。
今
後

も
、
補
助
金
や
税
制
優
遇

措
置
の
方
針
決
定
や
選
定

に
向
け
た
手
続
き
が
進
む

都
度
、
戸
別
訪
問
や
説
明

会
等
を
行
い
、
制
度
理
解

し
て
い
た
だ
く
対
応
を
進

め
る
。

問
 
重
伝
建
に
指
定
さ
れ

た
場
合
の
補
助
制
度
や
税

制
優
遇
な
ど
の
支
援
制
度

の
詳
細
は
。

社
会
共
創
部
長
 
補
助
制

度
は
、
補
助
対
象
経
費
に

対
し
て
市
が
補
助
す
る
分

の
う
ち
、
50
％
は
国
か
ら

補
助
さ
れ
る
。
税
制
優
遇

は
、
伝
建
地
区
は
、
相
続

税
の
評
価
に
お
い
て
、
特

定
物
件
で
あ
る
家
屋
及
び

敷
地
の
評
価
額
が
30
％
控

除
さ
れ
る
。
地
方
税
で
は
、

特
定
物
件
で
あ
る
家
屋
の

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計

画
税
は
非
課
税
と
な
る
。

問
 
今
後
、
市
と
し
て
も

「
４
K
撮
影
･
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
・
シ
ル
ク

時
空
を
こ
え
て
」
の
上
映

に
向
け
て
支
援
を
し
て
は
。

社
会
共
創
部
長
 
こ
の
貴

重
な
映
像
は
、
現
在
進
め

て
い
る
重
伝
建
の
選
定
に

向
け
た
制
度
の
周
知
推
進

に
も
つ
な
が
る
。
市
民
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
、
学
習
の
機
会
に
活

用
す
る
な
ど
上
映
の
支
援

を
し
て
い
く
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
ふ
る
さ
と
納
税

問
 
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
募
集
期
間
は
。

社
会
共
創
部
長
 
２
０
２

２
年
５
月
６
日
か
ら
８
月

５
日
ま
で
の
３
カ
月
間
の

受
付
期
間
。

問
 
現
在
の
寄
附
金
額
の

状
況
は
。

社
会
共
創
部
長
 
６
月
13

日
現
在
、
約
７
５
０
０
万

円
で
、
目
標
額
と
し
て
掲

げ
た
３
千
万
円
の
２
倍
を

越
え
た
金
額
と
な
っ
て
い

る
。

問
 
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
の
ふ
る
さ
と

納
税
」
を
活
用
し
て
、
須

坂
市
の
誇
り
「
吉
向
焼
」

の
作
品
を
購
入
し
、
展
示

館
を
つ
く
る
な
ど
の
考
え

は
な
い
か
。

社
会
共
創
部
長
 
吉
向
焼

を
は
じ
め
と
し
て
市
に
と

っ
て
有
用
な
工
芸
品
・
美

術
品
・
歴
史
資
料
に
つ
い

て
は
、
購
入
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
く
。

「シルク時空をこえて」の上映に支援を

多くの市民鑑賞に市も支援したい

荒井 一彦 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果



北横町公会堂改修の現場

一般質問

2022 年 ( 令和 4 年 ) 8 月 1 日　第 170 号 12

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

新型コロナが長引いてい
ますが、いろいろな支援
策を利用して、頑張りま
しょう

問
 
緊
急
小
口
資
金
（
主

に
休
業
さ
れ
た
方
向
け
）

と
総
合
支
援
資
金
（
主
に

失
業
さ
れ
た
方
向
け
）
の

貸
付
け
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
２
０

２
０
年
度
と
21
年
度
を
比

べ
、
緊
急
小
口
資
金
は
、

件
数
と
総
額
が
減
少
。
総

合
支
援
資
金
は
件
数
と
総

額
が
増
加
し
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
で
収
入
が
減
少

し
、
貸
付
を
受
け
な
が
ら

求
職
活
動
行
っ
て
い
る
が

雇
用
や
事
業
収
入
の
回
復

が
で
き
ず
、
長
期
貸
付
け

を
受
け
て
い
る
人
が
増
え

て
い
る
状
況
。

須
高
地
域
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー

問
 
社
会
福
祉
協
議
会
の

法
人
後
見
受
任
に
向
け
て

の
準
備
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
社
会

福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
職

員
が
４
名
体
制
で
、
専
門

研
修
の
受
講
や
法
人
後
見

業
務
に
関
す
る
実
施
要
項

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

問
 
法
人
後
見
に
対
し
て

の
報
酬
の
支
払
い
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
後
見

人
の
報
酬
は
、
後
見
人
が

家
庭
裁
判
所
に
報
酬
付
与

の
申
立
て
、
被
後
見
人
の

財
産
支
援
内
容
に
応
じ
て

家
庭
裁
判
所
が
決
定
。
法

人
後
見
の
場
合
手
続
き
は

一
緒
だ
が
、
資
産
状
況
に

よ
っ
て
は
支
払
わ
な
く
て

も
よ
い
場
合
が
あ
る
。
資

産
の
な
い
方
や
、
若
い
頃

か
ら
障
が
い
の
あ
る
方
な

ど
長
期
間
に
わ
た
り
利
用

し
や
す
く
な
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
者
支

援
策

問
 
須
坂
市
お
店
限
定
応

援
商
品
券
が
、
消
費
者
へ

公
平
に
販
売
さ
れ
る
た
め

の
取
扱
店
へ
の
通
達
は
。

産
業
振
興
部
長
 
参
加

店
募
集
の
際
、
抽
選
販
売

や
分
散
販
売
の
成
功
事
例

を
示
し
、
公
平
な
販
売
を

促
す
。
７
月
18
日
の
販
売

開
始
日
に
は
、
熱
中
症
対

策
、
密
を
避
け
る
方
法
、

交
通
障
害
等
の
混
乱
回
避

等
を
お
願
い
し
た
。

市
よ
り
各
区
へ
の
補
助
金

お
よ
び
支
援
策

問
 
公
会
堂
建
設
事
業
補

助
金
の
詳
細
は
。

市
民
環
境
部
長
 
新
築
・

改
築
・
増
築
な
ど
の
大
規

模
事
業
は
、
区
の
世
帯
数

に
応
じ
て
補
助
額
が
決
ま

っ
て
い
る
。
１
世
帯
当
た

り
の
負
担
額
が
区
に
よ
っ

て
極
端
な
差
に
な
ら
な
い

よ
う
に
区
分
け
し
て
い
る
。

問
 
公
会
堂
建
設
に
関
連

す
る
区
へ
の
補
助
金
増
額

の
考
え
は
。

市
民
環
境
部
長
 
多
額

の
一
般
財
源
を
必
要
と
す

る
た
め
、
毎
年
、
各
区
へ

公
会
堂
建
設
事
業
補
助
金

の
要
望
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の

折
り
補
助
金
の
増
額
は
難

し
い
。
区
の
将
来
的
な
経

費
負
担
を
計
画
的
に
軽
減

す
る
た
め
、
定
期
的
な
補

修
、
長
寿
命
化
、
長
期
維

持
管
理
計
画
の
検
討
を
お

願
い
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
支
援
事
業
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付
等

古家 敏男 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問



屋代線跡地 花壇整備箇所 屋代線跡地 草ぼうぼう箇所

一般質問

第 170 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 8 月 1 日13

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

価値評価が怪しい絵画3
点を、600万で返礼品付
きのふるさと納税寄附金
で購入はいかがか

国
道
４
０
６
号
と
４
０
３

号
の
問
題
箇
所
と
そ
の
改

善
計
画

問
 
国
道
４
０
６
号
の
ド

コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
角
と
、
高

梨
の
臥
竜
線
と
の
交
差
部

の
改
良
事
業
の
見
込
み
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

順
調
に
い
け
ば
、
来
年
度

中
に
暫
定
で
は
あ
る
が
右

折
車
線
の
設
置
が
で
き
る

予
定
。

問
 
新
田
線
に
繋
が
る
須

坂
駅
西
線
と
の
交
差
点
、

丸
和
自
動
車
様
角
の
三
差

路
は
踏
切
が
近
く
信
号
機

も
な
い
た
め
、
右
折
車
で

常
に
渋
滞
し
て
い
る
。
こ

こ
も
車
線
を
広
く
し
右
折

レ
ー
ン
を
作
る
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

現
在
工
事
中
の
ド
コ
モ

シ
ョ
ッ
プ
角
交
差
点
の
改

良
工
事
を
延
長
し
、
右
折

車
線
を
付
け
る
よ
う
建
設

事
務
所
へ
お
願
い
す
る
。

問
 
南
原
町
東
交
差
点
か

ら
、
普
願
寺
辺
り
ま
で
の

南
原
町
と
坂
田
町
の
間
を

通
る
辺
り
は
、
道
幅
も
狭

く
歩
道
も
な
い
危
険
な
国

道
だ
。
そ
の
先
の
中
町
交

差
点
ま
で
も
、
歩
道
は
一

応
有
っ
て
も
段
差
で
歩
き

づ
ら
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

家
屋
が
連
担
し
て
お
り
、

歩
道
整
備
に
は
多
額
の
費

用
と
時
間
を
要
す
る
の

で
、
須
坂
建
設
事
務
所
は

大
変
困
難
と
回
答
。

問
 
国
道
４
０
３
号
の
東

横
町
交
差
点
に
右
折
車
線

を
作
る
工
事
は
全
く
手
が

付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ

れ
な
ら
ば
取
り
敢
え
ず
右

折
禁
止
に
す
る
事
を
考
え

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

右
折
禁
止
に
す
れ
ば
渋
滞

は
解
消
す
る
が
、
周
辺
道

路
へ
の
影
響
も
あ
る
の
で

合
意
形
成
が
必
要
で
あ
り

難
し
い
。

問
 
一
応
歩
道
は
有
る
が
、

狭
く
片
側
に
し
か
無
い
所

が
多
い
。
ま
た
、
段
差
が

有
り
シ
ニ
ア
カ
ー
等
の
走

行
に
は
斜
め
に
傾
斜
し
て

い
る
所
は
非
常
に
危
険
だ
。

段
差
の
解
消
が
で
き
な
い

か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

マ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
型
の
歩

道
は
順
次
改
修
し
て
、
段

差
の
な
い
歩
道
に
し
て
い

く
。

旧
屋
代
線
跡
地
問
題

問
 
歩
道
及
び
自
転
車
道

に
し
た
、
旧
屋
代
線
跡
地

は
綺
麗
に
花
壇
に
さ
れ
て

い
る
所
も
あ
る
が
、
草
ぼ

う
ぼ
う
の
所
が
多
い
。
道

路
部
分
は
砂
利
で
、
歩
行

者
も
自
転
車
も
通
り
づ
ら

い
。
い
っ
そ
の
事
、
境
沢

の
古
川
ガ
ー
ド
か
ら
、
北

側
は
国
道
４
０
６
号
の
丸

和
自
動
車
様
角
の
三
差
路

ま
で
全
線
を
道
路
に
す
れ

ば
立
派
な
幹
線
道
路
に
な

る
が
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

将
来
的
に
は
そ
の
様
な
整

備
も
有
り
得
る
と
思
う
。

国道４０６号の交差点改良見込みは

来年度中に右折車線を設置

荒井 敏 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果



これで良いのか。
穴ぼこだらけの市道

水たまりのできる幹線道路

一般質問

2022 年 ( 令和 4 年 ) 8 月 1 日　第 170 号 14

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

県条例に違反した張り紙
を命ずる市長と疑問を持
たない職員。市役所は大
丈夫ですか？

問
 
ど
の
よ
う
に
価
格
決

定
を
す
る
の
か
。

副
市
長
 
芸
術
上
価
値
の

高
い
も
の
と
し
て
、
文
化

財
取
得
審
査
会
に
お
い
て
、

専
門
的
知
識
を
有
す
る
方

に
お
願
い
す
る
。

子
育
て
政
策

問
 
保
育
士
の
フ
ル
タ
イ

ム
任
用
職
員
の
年
収
は
。

教
育
次
長
 
平
均
約
２

７
５
万
円
。

問
 
保
育
園
の
ク
ラ
ス
持

ち
正
規
職
員
数
は
50
人
。

フ
ル
タ
イ
ム
任
用
職
員
数

は
61
人
。
人
材
確
保
は
。

フ
ル
タ
イ
ム
職
員
は
風
邪

を
ひ
い
て
も
有
給
休
暇
だ
。

教
育
次
長
 
本
年
２
月

か
ら
約
３
％
引
き
上
げ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
発
熱
等

症
状
が
あ
る
場
合
は
有
給

の
特
別
休
暇
と
し
て
い
る
。

問
 
非
正
規
職
員
が
多
い

職
場
の
保
育
園
長
は
課
長

補
佐
級
だ
。
格
差
是
正
、

待
遇
改
善
を
。

教
育
次
長
 
県
内
18
市

で
は
ほ
ぼ
課
長
補
佐
級
ま

た
は
係
長
級
だ
。
国
・
他

市
の
動
向
を
注
視
す
る
。

問
 
再
任
用
保
育
園
長
の

給
与
は
正
規
時
の
約
６
割

だ
。
定
年
延
長
に
伴
い
役

職
か
ら
降
り
、
７
割
程
度

の
新
制
度
と
矛
盾
が
あ
る
。

待
遇
改
善
を
。

教
育
次
長
 
給
与
は
県
人

事
委
員
勧
告
に
準
拠
し
労

使
交
渉
を
経
て
条
例
改
正

を
議
会
へ
上
程
し
て
い
る
。

問
 
物
価
が
高
騰
し
て
い

る
。
給
食
の
食
材
費
に
公

費
を
投
入
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
地
産
地
消
・

無
農
薬
・
有
機
食
材
の
優

先
の
考
え
は
。
保
育
園
で

卵
等
を
使
わ
な
い
の
は
疑

問
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
は
。

教
育
次
長
 
現
行
の
給
食

費
単
価
の
範
囲
内
で
献
立

の
工
夫
を
し
な
が
ら
提
供

し
て
い
る
。
無
農
薬
・
有

機
食
材
は
高
価
な
た
め
厳

し
い
。
出
来
る
だ
け
添
加

物
の
少
な
い
も
の
に
配
慮

し
つ
つ
安
全
性
を
最
優
先

し
て
い
る
。

道
路
の
安
全
・
環
境
等

問
 
歩
道
の
反
射
板
の
は

が
れ
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

破
損
や
臥
竜
橋
橋
脚
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
へ
の
対
応
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

歩
道
は
、
修
繕
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
臥
竜
橋
橋
脚

の
張
り
紙
は
、
市
長
の
指

示
で
設
置
し
た
。
県
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で

撤
去
し
た
。

問
 
市
道
の
状
態
は
非
常

に
悪
い
。
予
算
確
保
と
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
区
の
要

望
と
の
関
係
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

優
先
順
位
を
定
め
、
計
画

的
に
舗
装
修
繕
に
取
り
組

む
。
緊
急
性
の
あ
る
も
の

は
、市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ「
各

種
通
報
」
の
活
用
を
。

問
 
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
削
減
対
策
は
。

市
民
環
境
部
長
 
容
器

包
装
や
廃
棄
物
の
分
別
回

収
を
継
続
し
、
一
層
の
広

報
・
周
知
に
努
め
る
。

税
金
で
の
岡
信
孝
氏
の
絵
画
購
入
は
疑
問

文
化
財
取
得
審
査
会
で
審
査

宮本 泰也 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問



準備が調ったアクリル板

一般質問

第 170 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 8 月 1 日15

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

今後は、ウィズコロナ社
会と割り切って経済活動
を回復させていかねば

問
 
３
回
目
の
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
年

代
別
傾
向
は
。

健
康
福
祉
部
長 

65
歳

以
上
の
接
種
率
は
92・５

％
で
若
年
層
に
向
か
っ
て

接
種
率
が
低
く
な
り
、
12

～
19
歳
で
は
30・９
％
だ
。

問
 
接
種
率
を
上
げ
る
た

め
に
行
っ
て
い
る
施
策
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
集
団

接
種
会
場
で
は
、
毎
週
水

曜
日
の
夜
間
に
勤
労
者
枠

を
設
け
た
。
ま
た
、
学
生

に
は
週
末
に
枠
を
設
け
る

等
の
配
慮
を
し
た
。

問
 
ワ
ク
チ
ン
を
３
回
接

種
す
る
こ
と
で
宿
泊
施
設

の
「
県
民
割
り
」
や
海
外

旅
行
の
帰
国
時
に
お
け
る

待
機
日
免
除
の
特
典
等
を

宣
伝
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
重
症

化
予
防
メ
リ
ッ
ト
等
を
周

知
し
て
い
く
。

問
 
長
野
県
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
感
染
警
戒
レ

ベ
ル
が
２
と
な
っ
た
の
で
、

市
有
施
設
の
大
幅
規
制
緩

和
を
お
願
い
し
た
い
。
特

に
飲
食
禁
止
を
解
除
し
て

も
ら
い
た
い
。

市
長
 
５
月
27
日
か
ら
利

用
制
限
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
利
用
人

数
制
限
は
あ
る
も
の
の
、

飲
酒
を
伴
わ
な
い
飲
食
を

条
件
付
き
な
が
ら
可
能
と

し
た
。

問
 
公
民
館
を
毎
週
利
用

し
て
い
た
が
緩
和
さ
れ
た

事
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。

緩
和
し
た
旨
の
広
報
を
ど

の
よ
う
に
し
た
の
か
。

社
会
共
創
部
長
 
利
用

条
件
の
確
認
の
徹
底
を
し
、

館
内
展
示
や
広
報
に
も
努

め
る
。

問
 
各
町
の
公
会
堂
は
、

公
民
館
の
規
制
に
準
じ
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

早
急
に
広
報
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

社
会
共
創
部
長
 
工
夫

し
て
い
き
た
い
。

問
 
中
央
地
域
公
民
館
で

は
講
座
を
開
催
す
る
に
当

た
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

に
頼
る
の
で
は
な
く
飛
沫

防
止
用
の
ア
ク
リ
ル
板
を

用
意
し
て
密
な
講
習
会
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。

市
長
 
会
派
と
の
懇
談
会

で
こ
の
件
を
提
案
し
て
も

ら
っ
た
の
で
、
２
～
３
日

の
内
に
は
用
意
が
で
き
そ

う
だ
。

問
 
ア
ク
リ
ル
板
を
早
速

手
配
し
て
も
ら
っ
て
感
謝

す
る
。
あ
る
程
度
飲
食
が

解
除
さ
れ
た
今
、
最
後
に

お
願
い
し
た
い
の
は
、
例

年
11
月
下
旬
に
開
催
し
て

い
た
「
国
際
交
流
パ
ー
テ

ィ
ー
」
を
本
年
は
開
催
し

て
ほ
し
い
が
可
能
か
。

市
長
 
感
染
防
止
対
策
を

し
た
上
で
、
酒
類
の
無
い

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ら
可
能
だ
。

国際交流パーティー開催の可否は

開催は可能

水越 正和 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果



ど〜しても押し付けたい岡氏の 3 枚 600万円の絵

一般質問

2022 年 ( 令和 4 年 ) 8 月 1 日　第 170 号 16

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

市長は５月市議会報で事
実と相違する箇所がある
と言う。誰が事実を言わ
れて困るのか

問
 
市
民
の
ほ
と
ん
ど
が

知
ら
な
い
、
望
ん
で
い
な

い
岡
氏
の
絵
を
な
ぜ
高
額

で
買
う
の
か
。

市
長
 
６
０
０
万
円
の

絵
は
３
枚
分
の
価
格
。
１

枚
分
で
あ
る
か
の
よ
う
な

誤
解
を
招
く
発
言
は
し
な

い
で
も
ら
い
た
い
。
作
品

は
岡
氏
の
画
業
の
集
大
成

で
あ
り
、
須
坂
ク
ラ
シ
ッ

ク
美
術
館
に
ふ
さ
わ
し
い

と
決
定
し
た
も
の
。

問
 
画
業
の
集
大
成
を
迎

え
る
画
家
の
絵
を
集
め
て

ど
う
す
る
の
か
。

市
長
 
集
大
成
だ
か
ら
こ

そ
購
入
の
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。
岡
氏
の
作
品
に

向
か
う
姿
勢
や
画
業
全
体
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館
と
の

兼
ね
合
い
等
を
考
慮
し
た
。

価
値
が
あ
り
、
市
民
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
。

問
 
岡
氏
の
絵
の
価
値
は
。

市
長
 
参
考
本
と
し
て

「
美
術
市
場
」
で
は
１
号

25
万
円
で
あ
る
。
今
回
審

査
す
る
作
品
は
縦
１
・
４

ｍ
×
横
１
・
５
ｍ
の
二
曲

一
双
屏
風
３
点
の
大
作
。

問
 
「
美
術
年
鑑
」
で
も

１
号
25
万
円
で
あ
る
が
、

一
般
的
な
販
売
価
格
は
評

価
の
10
分
の
１
で
あ
る
と

の
意
見
も
聞
く
が
。

市
長
 
文
化
財
取
得
審
査

会
で
妥
当
か
判
断
す
る
。

問
 
そ
の
審
査
員
は
絵
の

値
踏
み
は
で
き
る
の
か
。

社
会
共
創
部
長
 
芸
術
性

の
観
点
か
ら
美
術
品
に
深

く
専
門
的
な
知
識
を
有
す

る
方
々
に
審
査
を
お
願
い

す
る
予
定
で
あ
る
。

問
 
万
が
一
、
住
民
監
査

に
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

市
長
 
仮
定
の
問
題
に
は

答
え
ら
れ
な
い
。

問
 
高
島
屋
の
よ
う
な
一

流
デ
パ
ー
ト
が
１
点
５
０

０
万
円
の
値
札
を
付
け
た

絵
を
、
岡
氏
は
３
点
で
な

け
れ
ば
売
ら
な
い
と
言
っ

た
の
か
。

副
市
長
 
高
島
屋
に
確
認

し
て
は
い
な
い
が
、
３
点

で
売
り
た
い
と
の
意
向
で

あ
っ
た
。

問
 
職
員
が
断
っ
た
購
入

を
、
市
長
が
頼
ま
れ
て
決

定
し
た
の
で
は
な
い
か
。

市
長
 
財
政
状
況
を
考
慮

し
一
旦
断
っ
た
が
、
し
っ

か
り
話
し
合
い
、
最
終
的

に
私
が
判
断
し
た
。

市
議
会
の
採
決
に
対
す
る

市
長
の
発
言

問
 
議
長
が
不
信
任
と
な

っ
た
後
、
市
長
は
S
N
S

で
持
論
を
発
信
し
て
い
た
。

議
会
に
口
を
出
す
位
だ
か

ら
、
今
で
も
時
間
外
に
職

員
へ
メ
ー
ル
を
送
信
を
し

て
い
る
の
か
。

市
長
 
読
む
の
は
勤
務
時

間
中
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

須
坂
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
等

の
イ
ベ
ン
ト

問
 
須
坂
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
は
不
評
の
よ
う
だ
。
現

役
ア
ス
リ
ー
ト
や
専
門
家

の
意
見
を
聞
い
て
は
。

社
会
共
創
部
長
 
様
々

な
課
題
が
あ
り
、
今
後
の

展
望
を
見
据
え
て
検
討
し

た
い
。

問
 
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り

も
検
討
す
べ
き
で
は
。

産
業
振
興
部
長
 
多
方
面

か
ら
検
討
は
必
要
で
あ
る
。

な
ぜ
多
額
な
金
額
を
払
い
続
け
る
の
か

岡
氏
の
画
業
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

石合 敬 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問



効果的な ICTの使い方やデジタル教材等が進む

一般質問

第 170 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 8 月 1 日17

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

手軽に使えるコロナ治療
薬と効果が長いワクチン
が登場すれば、マスクは
徐々に外せる

問
 
小
中
一
貫
校
の
義
務

教
育
学
校
と
は
何
か
。

教
育
長
 
９
年
間
を
通
し

た
教
育
課
程
を
編
成
し
、

系
統
的
な
教
育
を
目
指
す
。

義
務
教
育
学
校
に
は
、
併

設
型
小
中
一
貫
校
と
連
携

型
小
中
学
校
が
あ
る
。

問
 
非
認
知
能
力
の
育
成

の
具
体
化
と
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

教
育
長
 
子
ど
も
た
ち
が
、

自
分
の
好
奇
心
か
ら
考
え

た
り
、
工
夫
し
た
り
す
る

中
で
育
ま
れ
る
。

問
 
幼
保
の
遊
び
と
小
学

校
の
生
活
科
と
の
接
続
は
。

教
育
長
 
小
学
校
の
生
活

科
の
授
業
は
、
園
で
の
遊

び
や
集
団
活
動
に
近
い
た

め
、
小
学
校
の
学
び
に
接

続
し
や
す
い
。

問
 
個
別
最
適
な
学
び
、

協
働
的
な
学
び
を
ど
の
よ

う
に
考
え
、
進
め
て
い
く

の
か
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
学
習
の
様
子
は
。

教
育
長
 
個
別
最
適
な
学

び
を
進
め
る
に
は
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
の
特
性
や

学
習
進
度
に
応
じ
て
指
導

法
や
教
材
等
を
工
夫
す
る

こ
と
が
重
要
。
協
働
的
な

学
び
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
全
員
の
考
え
を
学
級

全
体
で
共
有
し
な
が
ら
学

び
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
推
進
委
員
会
が
中

心
と
な
り
、
効
果
的
な
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
使
い
方
や
デ
ジ
タ

ル
教
材
等
の
研
究
を
進
め

て
い
る
。

問
 
忙
し
い
教
員
に
そ
の

指
導
方
法
や
研
修
等
の
負

担
が
か
か
る
の
で
は
。

教
育
長
 
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
は
苦
に
な
ら
な
い
。

問
 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
習
で
、
通
信
環
境
の
無

い
家
庭
の
児
童
生
徒
へ
の

支
援
は
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長
 
今
後
、
考
え
て

い
き
た
い
。

問
 
現
在
、
須
坂
小
学
校

に
あ
る
特
別
支
援
学
校
は

少
し
手
狭
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、

見
直
す
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長
 
２
０
２
５
年

度
に
須
坂
小
学
校
と
須
坂

支
援
学
校
の
大
規
模
改
修

を
予
定
。

生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な

る
歯
周
病
対
策

問
 
歯
周
病
は
、
歯
を
失

う
原
因
の
１
位
で
、
痛
み

等
の
自
覚
症
状
が
出
に
く

く
、
様
々
な
生
活
習
慣
病
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど

に
影
響
を
与
え
る
。
市
で

は
成
人
歯
周
病
検
診
や
妊

婦
歯
科
健
診
を
行
っ
て
い

る
が
、
検
診
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
成
人

の
８
割
が
か
か
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

目
的
に
実
施
。
健
診
状
況

は
、
成
人
が
11
・
７
％
、

妊
婦
は
20
％
の
受
診
率
。

問
 
今
後
は
受
診
率
を
ど

こ
ま
で
想
定
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
受
診

率
の
想
定
は
し
て
い
な
い

が
、
歯
周
病
予
防
は
全
世

代
に
渡
っ
て
必
要
で
あ
り
、

歯
科
健
診
の
受
診
を
呼
び

か
け
て
い
く
。

小中一貫校の義務教育学校とは

９年間を通した教育課程を編成

浅井 洋子 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果



ご飯を元気に食べる保護された子猫とママ猫

一般質問

2022 年 ( 令和 4 年 ) 8 月 1 日　第 170 号 18

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

安倍元首相の銃撃殺害事
件、暴力で目的を達成す
る行動は最悪の民主主義
の破壊行為だ

問 

22
年
度
予
算
で
１
億

４
千
万
円
計
上
さ
れ
た
。

し
か
し
、
稼
働
ま
で
は
給

湯
器
等
の
水
漏
れ
が
続
き

修
繕
に
お
金
も
か
か
る
。

一
日
も
早
い
設
置
で
水
漏

れ
を
解
消
し
て
も
ら
い
た

い
。
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
設

備
の
設
置
完
了
と
稼
働
の

予
定
は
。

水
道
局
長
 
５
月
か
ら

設
計
業
務
に
着
手
し
た
。

年
度
末
ま
で
に
は
、
設
置

工
事
の
発
注
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
１
日
も
早
く

稼
働
が
で
き
る
よ
う
鋭
意

努
力
す
る
。

コ
ロ
ナ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
、
感
染
防
止
と
経
済
再

建
を
一
体
で

問
 
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効

果
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
発
症

予
防
、
感
染
や
重
症
化
予

防
の
効
果
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
時
間
の
経
過
で
効

果
は
低
下
す
る
。
３
回
目

接
種
で
発
症
予
防
の
効
果

が
回
復
す
る
。
接
種
期
限

は
９
月
末
な
の
で
、
接
種

希
望
者
は
早
め
の
接
種
を

し
て
ほ
し
い
。

問
 
重
症
化
予
防
の
４
回

目
の
接
種
に
つ
い
て
、
基

礎
疾
患
の
あ
る
18
歳
か
ら

60
歳
未
満
の
対
象
者
へ
の

周
知
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
事
前

申
請
に
よ
り
接
種
券
を
発

送
す
る
。
広
報
須
坂
６
月

号
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

基
礎
疾
患
に
該
当
す
る
内

容
や
申
請
方
法
に
つ
い
て

掲
載
し
た
。

申
請
方
法
な
ど
の
案
内

チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
、
か

か
り
つ
け
医
や
市
内
医
療

機
関
に
掲
示
を
お
願
い
し

た
。

問
 
市
の
独
自
財
源
も
活

用
し
て
、
収
入
減
の
事
業

者
と
市
民
へ
の
支
援
を
。

産
業
振
興
部
長
 
必
要

が
あ
れ
ば
実
施
し
て
い
く

方
針
。

２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２
排
出

ゼ
ロ
で
気
候
危
機
打
開
を

問
 
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
の
拡
充
は
。

市
民
環
境
部
長
 
家
庭

の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

普
及
率
は
約
１
割
、
拡
大

し
て
い
き
た
い
。
蓄
電
池

補
助
も
研
究
す
る
。

動
物
愛
護
の
気
持
ち
を
大

切
に
し
た
取
組
を

問
 
動
物
愛
護
の
活
動
を

進
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
へ

の
支
援
強
化
を
。

市
民
環
境
部
長
 
愛
護

会
の
活
動
は
人
材
不
足
、

費
用
負
担
の
面
で
解
決
が

進
ま
な
い
等
の
課
題
が
あ

る
。繁

殖
制
限
手
術
助
成
事

業
や
、
地
域
猫
の
不
妊
去

勢
手
術
が
安
価
に
受
け
ら

れ
る
移
動
手
術
車
と
契
約

す
る
等
の
支
援
を
し
て
い

る
。ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て
は
、
長
野

保
健
福
祉
事
務
所
や
動
物

愛
護
会
猫
部
会
と
調
査
・

研
究
を
す
る
。

エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
設
置
完
了
の
予
定
は

年
度
末
ま
で
に
は
工
事
発
注

竹内 勉 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問



清掃センターへの米子トンネル

解体予定の清掃センター

一般質問

第 170 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 8 月 1 日19

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

米子区要望の清掃センタ
ーへのアクセス道路拡幅
とトンネル内の照明設置
の検討を

問
 
令
和
２
年
８
月
に
廃

止
し
た
清
掃
セ
ン
タ
ー
焼

却
施
設
の
現
状
は
。

副
市
長
 
長
野
広
域
連
合

の
広
域
処
理
に
移
行
す
る

ま
で
約
40
年
稼
働
し
た
。

現
在
も
粗
大
ご
み
処
理
施

設
で
不
燃
ご
み
を
受
け
入

れ
て
い
る
。

問
 
老
朽
化
し
た
建
屋
や

倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
煙

突
の
解
体
予
定
は
。

副
市
長
 
今
後
、
施
設
を

再
活
用
す
る
予
定
は
な
く
、

設
備
撤
去
や
残
留
化
学
物

質
の
調
査
等
を
行
い
解
体

の
検
討
を
し
た
が
、
多
額

の
費
用
が
必
要
な
た
め
、

具
体
的
な
時
期
は
未
定
。

解
体
後
の
跡
地
を
活
用
し
、

照
明
設
備
や
備
蓄
倉
庫
等

の
防
災
資
機
材
等
備
蓄
施

設
及
び
拠
点
避
難
地
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

の
財
源
措
置
が
受
け
ら
れ

る
「
緊
急
防
災
減
災
事
業

債
」
が
活
用
で
き
る
見
込

み
と
な
っ
た
た
め
、
早
急

に
解
体
を
考
え
て
い
る
。

問
 
米
子
区
か
ら
跡
地
利

用
の
要
望
は
あ
っ
た
か
。

市
民
環
境
部
長
 
解
体
は

あ
り
が
た
い
と
の
意
見
や
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
（
県
道
）
の
拡

幅
や
ト
ン
ネ
ル
の
照
明
設

置
の
要
望
が
あ
っ
た
。

問
 
跡
地
を
利
用
し
た
拠

点
避
難
施
設
は
ど
ん
な
災

害
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

副
市
長
 
千
曲
川
の
水
害

を
想
定
し
、
災
害
か
ら
一

時
的
に
避
難
し
命
を
守
る

た
め
、
最
大
車
両
70
台
程

避
難
で
き
る
避
難
場
所
を

計
画
し
て
い
る
。

問
 
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
事
業
費
に
つ
い
て
。

副
市
長 

23
年
度
中
に
焼

却
施
設
の
解
体
工
事
を
発

注
し
着
手
す
る
予
定
。

避
難
場
所
の
完
成
は
24

年
度
か
ら
25
年
度
中
の
予

定
で
工
事
費
は
概
ね
10
億

円
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

問
 
品
質
管
理
の
徹
底
や

知
名
度
向
上
に
向
け
た
シ

ン
ボ
ル
的
な
ロ
ゴ
マ
ー
ク

デ
ザ
イ
ン
の
作
成
状
況
は
。

産
業
振
興
部
長
 
本
年
度

中
に
は
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
利

用
が
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
る
。
具
体
的
な
デ
ザ
イ

ン
と
し
て﹁
信
州
須
坂
市
﹂

の
文
字
と
、
市
の
果
物
を

代
表
す
る
、﹁
ぶ
ど
う
﹂﹁
り

ん
ご
﹂﹁
も
も
﹂を
使
っ
た

ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
し
、
応
募

は
全
国
か
ら
募
る
予
定
で

広
報
須
坂
７
月
号
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
報
道
機
関
等
を
活
用

し
て
周
知
を
図
る
。

問
 
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
商
標

登
録
は
必
要
だ
と
思
う
が
。

産
業
振
興
部
長
 
予
算
の

関
係
も
あ
り
、
検
討
し
て

い
く
。

清掃センターの焼却施設解体へ

跡地を車での一時避難場所に

西澤 えみ子 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果



～豊かで考え深くたくましく～
豊丘小学校

一般質問

2022 年 ( 令和 4 年 ) 8 月 1 日　第 170 号 20
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

核兵器禁止条約・締約国
会議が開かれた。被爆国
日本は不参加。広島・長
崎77年目の夏が来る

久保田 克彦 議員

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を

小
規
模
校
の
存
続
も
選
択
肢

小
中
学
校
適
正
規
模
等
審

議
会

問
 
審
議
会
の
目
的
と
取

り
組
み
の
計
画
は
。

教
育
長
 
「
新
た
な
学
校

の
姿
」
を
ど
う
作
っ
て
い

く
か
２
年
間
議
論
し
て
い

く
。
今
年
度
は
市
民
向
け

ア
ン
ケ
ー
ト
や
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
を
計
画
し
て
い
る
。

問
 
「
新
た
な
教
育
モ
デ

ル
（
学
び
の
形
）」
を
進

め
る
上
で
の
課
題
は
何
か
。

教
育
長
 
例
え
ば
、
９
年

間
を
見
通
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
よ
る
学
び
は
、小・

中
学
校
の
通
学
区
の
一
致

と
い
う
課
題
が
生
ず
る
。

問
 
国
は
「
適
正
規
模
等

に
関
す
る
手
引
き
」
を
公

表
し
た
。
そ
の
「
基
準
」

に
基
づ
き
学
校
の
統
廃
合

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

教
育
長
 
あ
く
ま
で
検
討

の
際
の
参
考
資
料
と
す
る
。

問
 
こ
う
し
た
「
基
準
」

を
唯
一
の
前
提
と
し
な
い

と
い
う
こ
と
か
。

教
育
長
 
小
規
模
施
設
で

の
学
び
も
選
択
肢
の
一
つ

だ
。
ど
こ
が
存
続
で
き
る

か
市
民
、
関
係
者
の
意
見

を
聴
き
、
知
恵
を
絞
る
。

問
 
２
年
後
の
審
議
会
の

「
答
申
」
と
、
市
の
「
基

本
方
針
」
策
定
の
流
れ
は
。

教
育
長
 
「
答
申
」
を
受

け
て
、
教
育
委
員
会
が
責

任
を
も
っ
て
〝
こ
の
地
域

は
こ
う
す
べ
き″
と
「
基

本
方
針
」
を
提
案
す
る
。

小
中
学
校
の
学
校
徴
収
金

問 

20
年
度
の
徴
収
金
は
、

小
学
校
約
８
万
２
０
０

０
円
、
中
学
校
約
11
万
３

５
０
０
円
と
保
護
者
の
負

担
は
重
い
。
期
日
ま
で
に

徴
収
で
き
な
い
実
態
は
。

教
育
次
長
 
年
度
を
越
え

て
の
未
収
金
は
な
い
。

問
 
徴
収
金
の
２
割
を
占

め
る
「
教
科
活
動
費
」
の

う
ち
、
各
教
科
定
期
テ
ス

ト
代
な
ど
「
全
体
使
用
」

分
の
経
費
は
、
公
費
で
負

担
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長
 
教
材
等
の
必

要
性
を
再
検
討
し
、
保
護

者
負
担
の
軽
減
に
務
め
る
。

問
 
就
学
援
助
制
度
の
見

直
し
で
、
中
学
校
の
修
学

旅
行
費
の
事
前
支
給
を
。

教
育
次
長
 
実
績
額
の
た

め
、
事
前
支
給
は
難
し
い
。

問
 
旅
行
会
社
に
１
年
間

積
立
を
す
る
実
態
も
あ
る
。

市
が
代
行
契
約
す
る
等
庁

内
業
務
の
工
夫
・
改
善
を
。

教
育
次
長
 
現
時
点
で
は

課
題
が
あ
り
難
し
い
。

生
活
困
窮
者
と
生
活
保
護

行
政

問
 
「
困
っ
た
ら
ぜ
ひ
相

談
を
」
の
呼
び
か
け
を
。

健
康
福
祉
部
長
 
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
制
度
や
相
談
窓
口
紹

介
な
ど
を
改
善
す
る
。

問
 
「
し
お
り
」
の
記
述

を
「『
扶
養
義
務
が
期
待

で
き
な
い
者
』
と
判
断
さ

れ
る
場
合
は
、
直
接
照
会

は
行
わ
な
い
」
と
改
定
を
。

健
康
福
祉
部
長
 
検
討

す
る
。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

一
般
質
問



防災倉庫下の男性用トイレに設置

一般質問

第 170 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 8 月 1 日21
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

公共施設だけではなく、
民間企業でもサニタリー
ボックスを設置する動き
が出ています

堀内 章一 議員

家計急変世帯に10万円給付を

住民税非課税相当世帯に給付
物
価
高
騰
等
に
対
す
る
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活

用問
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
世
帯

（
家
計
急
変
世
帯
）
に
10

万
円
給
付
を
提
案
す
る
が

支
給
対
象
に
な
る
の
か
。

教
育
次
長
 
令
和
４
年

１
月
以
降
に
家
計
が
急
変

し
、
住
民
税
非
課
税
相
当

の
収
入
と
な
っ
た
世
帯
に

10
万
円
の
給
付
を
す
る
。

問
 
令
和
４
年
度
住
民
税

非
課
税
の
子
育
て
世
帯
に

児
童
一
人
当
た
り
一
律
５

万
円
の
給
付
は
い
つ
ま
で

に
行
う
の
か
。

教
育
次
長
 
申
請
不
要
な

世
帯
は
６
月
末
の
支
給
に

向
け
て
作
業
を
進
め
て
い

る
。
申
請
が
必
要
な
世
帯

に
つ
い
て
は
、
広
報
須
坂

や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

問
 
内
閣
府
で
は
、
物
価

高
騰
に
よ
る
給
食
費
値
上

げ
を
抑
え
る
た
め
、
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

で
き
る
と
し
て
い
る
が
、

当
市
は
ど
う
す
る
の
か
。

教
育
次
長
 
中
学
生
ま
で

の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
３

万
円
を
須
坂
市
子
育
て
応

援
特
別
給
付
金
で
支
給
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
大
量
廃
棄

時
代
到
来

問
 
使
用
済
み
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
中
に
は
、
鉛
や
カ

ド
ミ
ウ
ム
と
い
っ
た
有
害

物
質
を
含
む
も
の
も
あ
る
。

含
む
成
分
に
よ
っ
て
廃
棄

処
理
の
仕
方
が
変
わ
る
が
、

パ
ネ
ル
廃
棄
の
実
態
調
査

を
し
て
い
る
の
か
。

市
民
環
境
部
長
 
市
と

し
て
は
調
査
を
行
っ
て
い

な
い
。
平
成
29
年
、
国
が

実
態
調
査
を
行
い
、
損
壊

パ
ネ
ル
の
感
電
等
の
危
険

性
に
つ
い
て
、
地
方
公
共

団
体
や
家
屋
解
体
撤
去
事

業
者
に
認
識
が
薄
く
、
地

域
住
民
へ
の
注
意
喚
起
も

未
実
施
で
あ
っ
た
こ
と
の

事
例
が
あ
る
。

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設

置問
 
男
性
に
多
い
膀
胱
が

ん
や
前
立
腺
が
ん
の
治
療

後
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

尿
漏
れ
パ
ッ
ト
。
外
出
先

で
尿
漏
れ
パ
ッ
ト
を
捨
て

る
と
こ
ろ
が
な
い
。

水
分
を
含
み
重
く
な

っ
た
尿
漏
れ
パ
ッ
ト
を
持

っ
た
ま
ま
ゴ
ミ
箱
を
探
す
。

し
か
し
、
男
性
ト
イ
レ

の
個
室
に
は
汚
物
入
れ

（
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
）

が
設
置
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

公
共
施
設
で
の
男
性

用
個
室
ト
イ
レ
の
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
 
先
日
、
設
置

の
要
望
が
あ
っ
た
本
庁
舎

と
市
役
所
西
側
の
防
災
倉

庫
下
の
男
性
用
ト
イ
レ
に

設
置
し
た
。
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賛否が分かれた案件

会 派
議 員 名

議案等名

議決
結果

新風共創会 輝奏会 共産 無所属ク 自民・公明クラブ 貴和会 シュ
プ

宮
本
泰
也

荒
井 

敏

西
澤
え
み
子

中
島
義
浩

浅
井
洋
子

岡
田
宗
之

竹
内 

勉

久
保
田
克
彦

佐
藤
壽
三
郎

宮
坂
成
一

塩
﨑
貞
夫

堀
内
章
一

牧 
重
信

荒
井
一
彦

古
家
敏
男

霜
田 

剛

水
越
正
和

酒
井
和
裕

石
合
　
敬

請願第 1号
再審法（刑事訴訟法の再審規定）
の改正を求める意見書提出につ
いての請願
（賛成９：反対８）

採択 ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ - ● ○ ○ ● ○ ● ● △

請願第 2号
「義務教育費国庫負担制度の堅
持・拡充を求める意見書」採択
を求める請願
（賛成16：反対２）

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

請願第 3号
「さらなる少人数学級推進と教
育予算の増額を求める意見書」
採択を求める請願
（賛成16：反対２）

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

意見書第１号
再審法（刑事訴訟法の再審規定）
の改正を求める意見書
（賛成９：反対８）

採択 ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ - ● ○ ○ ● ○ ● ● △

意見書第 2号
義務教育費国庫負担制度の堅
持・拡充を求める意見書
（賛成16：反対２）

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

意見書第３号
さらなる少人数学級推進と教育
予算の増額を求める意見書
（賛成16：反対２）

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

	☆ ○は賛成 ●は反対  △は退席　　　　☆　議長 塩﨑貞夫 は可否同数以外は採決に加わらない
	☆ 会派名の略称：無所属ク→無所属クラブ 共産→日本共産党 シュプ→シュプリンゲン

■■■■■■ ６月定例会の議決結果 ■■■■■■

全会一致による可決案件
番  号 件        名

承認第１号
専決処分の承認（市税条例の一部改正）
商業地等に係る固定資産税の課税標準額の加算額の率を令
和４年度に限り、100分の 2.5 に引き下げる

承認第２号
専決処分の承認（市都市計画税条例の一部改
正）
商業地等に係る都市計画税の課税標準額の加算額の率を令
和４年度に限り、 100 分の 2.5 に引き下げる

承認第３号

専決処分の承認（2022年度一般会計補正予算
第２号）
7,956 万 5千円
子育て世帯生活支援特別給付金 ( 子ども１人につき５万円 )
支給に必要な経費

議案第３７号
2021年度市道福島東畑線道路改良工事変更請
負契約の締結
変更前　 3 億 3,966 万 9千円
変更後　 4 億 2,900 万円

議案第３８号 水槽付き消防ポンプ自動車の取得
金額：4,862 万円　相手方：㈱小林ポンプ防災

議案第３９号 凍結防止剤散布車の取得
金額：2,431 万円　相手方：㈱前田製作所長野営業所

議案第４０号
賑わい創出拠点やまじゅうの指定管理者の指定
名称：㈾U.I.international
指定期間：令和４年７月１日から令和７年６月 30日まで

議案第４１号 市道の認定
市道２路線を認定

議案第４２号 市道の変更
市道１路線の区域等を変更

議案第４３号
印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正
個人番号カードで多機能端末機による印鑑登録証明書の交
付を受けることができる規定を加える、印鑑登録証の記載
事項を改める

番  号 件        名

議案第４４号 市税条例等の一部改正
住宅借入金等特別税額控除の適用期限を４年間延長等

議案第４５号 都市計画税条例の一部改正
引用する条項を改める

議案第４６号

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営
に関する基準を定める条例の一部改正
施設等利用費の法定代理受領を実施した特定子ども・子育
て支援の提供者が認定こども園、幼稚園等である場合は、
教育委員会及び保護者に対する特定子ども・子育て支援提
供証明書の交付を不要とする

議案第４７号
地方活力向上地域における固定資産税の税率
の特例に関する条例の一部改正
地方活力向上地域等特定業務施設整備計画の認定期間を令
和５年度まで４年間延長等

議案第４８号
水道事業給水条例の一部改正
水道メーターの口径が 150 ミリメートルの場合の基本料金
を新たに定める

議案第４９号
2022年度一般会計補正予算第３号
5億 1,795 万 5千円
( 新型コロナ４回目追加接種実施経費、住民税非課税世帯へ
１世帯 10万円を支給する臨時給付金に係る経費 )

議案第５０号

2022年度一般会計補正予算第４号
2億 2,458 万 3千円
( 中学生までの子ども１人につき３万円 ( 所得制限なし ) の
子育て応援特別給付金を支給するための事業費、柔道場・
剣道場等の外トイレ洗面台の自動水栓化工事費等 )
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	▶調査研究費	 市の事務、地方行財政等に関する調査研究や調査委託に関する経費
	▶研修費	 研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費
	▶広報費	 調査研究等の活動や市政について、住民に報告するために要する経費
	▶資料購入費	 図書、資料等の購入に要する経費
	▶事務所費	 事務所の設置、管理に要する経費

会 派 別 議 員 構 成 （2021 年４月〜 2022 年３月）

使途項目の説明

	◆ 新風共創会… ………… 宮本泰也  荒井  敏  西澤えみ子  石合  敬
	◆輝奏会… ……………… 中島義浩  岡田宗之  浅井洋子
	◆日本共産党… ………… 竹内  勉  久保田克彦
	◆無所属クラブ… ……… 佐藤壽三郎
	◆自民・公明クラブ… … 堀内章一  古家敏男  牧  重信  荒井一彦  霜田  剛
	◆貴和会… ……………… 水越正和  酒井和裕
	◆志政会… ……………… 塩﨑貞夫
	◆須坂市民クラブ… …… 宮坂成一
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イ
ン
タ
ー
周
辺
等
開
発
用
地
の
現
地
調
査
の

の
ち
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
副
市
長
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

（
１
）
観
光
集
客
施
設
用
地

（
５
月
30
日
現
在
）　

●��

造
成
工
事
中　
進
捗
率
約
73
％　
　
　

９
月
完
了
予
定

（
２
）
物
流
関
連
産
業
用
地

（
５
月
30
日
現
在
）　

●�

造
成
工
事
中　
進
捗
率
約
27
％　
　
　

12
月
完
了
予
定

（
３
）
も
の
づ
く
り
産
業
用
地（

５
月
30
日
現
在
）　

●�

㈱
鈴
木　
建
築
工
事
中　
　
　
　
　
　

11
月
完
了
予
定

●�

オ
リ
オ
ン
機
械
㈱　
造
成
工
事
中　
　

進
捗
率
約
65
％　
８
月
完
了
予
定

（
４
）
も
の
づ
く
り
２
次
用
地

●
3�

月
18
日　
農
振
除
外
、
井
上
・
九
反
田

地
区 

地
区
計
画　
決
定

●
用
地
取
得
の
状
況

�

一
部
開
発
エ
リ
ア
を
縮
小
し
、
地
権
者
、

進
出
予
定
企
業
と
協
議
、
調
整
中

�

農
地
転
用
、
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
調
整

後
、
申
請
の
予
定

イ
ン
タ
ー
周
辺
等
開
発
特
別

委
員
会

6
月
27
日

2021 年度  政務活動費報告
須坂市議会の政務活動費は、１人当たり年額 18 万円（月額 15,000 円× 12 カ月）が上限です。
 議員が政策立案や政策提言力を高めるため、調査研究活動を行う際の経費です。

会派名 新風共創会 輝奏会 日本共産党 無所属
クラブ

自民 ･ 公明
クラブ 貴和会 志政会 須坂市民

クラブ

人 数 4 名 3 名 2 名 1 名 5 名 2 名 1 名 1 名

交 付 額	
（1人年額 18万円）

720,000 540,000 360,000 180,000 900,000 360,000 180,000 180,000

使
途
項
目

調査研究費 243,528 244,078 9,052 0 210,635 161,652 0 0

研 修 費 4,000 0 5,500 0 32,500 0 0 0

広 報 費 0 0 11,000 0 0 0 0 0

資料購入費 25,443 26,724 110,003 55,369 61,225 45,813 9,160 41,808

事 務 所 費 85,954 71,088 67,689 20,482 335,546 40,822 17,743 22,658

合 計 358,925 341,890 203,244 75,851 639,906 248,287 26,903 64,466

会 派 負 担 金 0 0 0 0 0 0 0 0

政務活動費の残額 361,075 198,110 156,756 104,149 260,094 111,713 153,097 115,534
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市民の皆さんから

「ありがとう」の言葉

をもらったこと

市民の要望を直接

行政に届け、実現

できた時の喜び

行政視察や研修会等

で学び、成長できた

【市議会の主な仕事】

ー やりがい ー

⑴  議決
市議会は、市長や議員から提出された議案などを審議し、その可否を決定します。
このように議会の意思を決めることを「議決」といいます。市議会の議決を得なけ
れば、市長は事業を執行できません。

⑵  請願・陳情の審査
市議会は、市政についての市民の希望などを請願書・陳情書の形で受理します。
これらの請願・陳情については、慎重に審査し採否を決めます。採択されたものの
うち、執行機関が措置することが適当なものは市長に送付し、その処置経過の報告
を受けています。

⑶  一般質問
市政の方針や行政が公平かつ効率的に運営されているか、議員は本会議で一般質
問を行い、市側の答弁を求め、これらを明らかにします。

〈市議会に提出される主な議案〉

会派とは
政策や政治上の主義主張を同じくする議員が集
まり、政治活動を行うことを目的として、市議会
に会派届出をしている団体を「会派」といいます。
現在、須坂市議会には 7 つの会派があります。
（詳細は22ページ）

【市議会の構成】

【市議会議員の現状】

市議会は、年4回（３月、６月、９月、12月）定期的に開催される「定例会」と、
必要の都度開催される「臨時会」での本会議 (※1) を中心に運営されますが、議案
をより詳しく専門的に審査するため、３つの常任委員会 (※2) をはじめ目的に応じ
各種委員会 (※3) が設けられています。

● 定例会の開催日
（2021年1月1日～12月31日）

● 議員の定数：20人（現員数は19人）
　※議員になる資格：選挙権を有する満25歳以上の市民
● 議員の任期：４年（現議員の任期は2019年２月11日から2023年２月10日まで）
● 年齢別議員数（2022年４月１日現在）（補足：うち女性議員は２人）

名  称
3月
6月
9月
12月

2/22~3/19 (26日)
6/7~6/30 (24日)
8/31~9/28 (29日)

11/22~12/14 (23日)

会　　期

● 当選回数別議員数

年  齢
人  数

40～49 歳
0人

50～59 歳
1人

60～69 歳
10 人

70 歳～
8人

平均年齢
68歳 6か月

当選回数
人 数

１回

2人

2回

7人

3回

5人

4回

4人

5回

0人

6回

1人

（※1)本会議
議案などを審議し、

議会の最終的意思を決
定する最も重要な会議
です。市長が議案の提
案理由を説明したり、
議員が質疑や一般質問
を行ったりします。

（※2)常任委員会
総務文教、経済建設、

福祉環境の３常任委員
会が設けられており、
それぞれ所管する事業
の調査・研究や条例や
予算などを審査し、そ
の結果を本会議で報告
します。

（※3)その他委員会
議会運営委員会、市

議会広報特別委員会、予
算決算特別委員会、イン
ター周辺等開発特別委員
会、市議会議員選挙の課
題等検討特別委員会、市
議会デジタル活用推進特
別委員会

　 条例
須坂市の法律ともいう

べきものです。内容によっ
ては、市民の権利を制限
したり、義務を課する場
合もあります。また、市
民税をはじめ上下水道料
金や、いろいろな貸付制
度なども条例で定められ
ます。

１ 　 予算
須坂市の家計にあた

り、収入（歳入）と支出（歳
出）の見積りです。予算
の提出は市長が行いま
す。この予算が議決され
て初めて各種の行政が具
体的に進められます。ま
た決算の認定も議会には
かられます。

２

　 同意
副市長・監査委員・教育
長・教育委員会委員など
市長が選任する重要な人
事は、議会の同意を得な
ければなりません。

４ 　 意見書
公益に関する（市民生

活に大きく関わる）こと
がらについて、市議会の
意見を関係する行政庁
（主に政府関係・県）に提
出します。

５ 　 決議
政治的な効果を期待し

て、市議会の意思を内外
に明らかにするものです。

６

　 契約
須坂市が結ぶ契約のう

ち特別なもの、予定価格
1 億 5 千万円以上の工事
又は製造の請負契約や、
2 千万円以上の財産の取
得・処分は議会の議決が
必要です。

３

今まで以上に人と

人とのつながりの

大切さが分かった

ー 大変なこと ー

選挙活動はお手伝

いの皆さんに迷惑

を掛けてしまう

常に議員という

肩書を背負って

行動しなければ

ならない

若い議員が多く

登用されるような

議会づくりを望む

が、難しい

忙しくなって

自由に使える時間

が減った

議員の議員の ききややぶぶつつ
現職現職

議員の議員の ききややぶぶつつ
現職現職

　来年２月は
市議会議員選挙だよ

教えて ! 議会　のこと （拡大版） Vol.5

「須坂市議会　について」
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市民の皆さんから

「ありがとう」の言葉

をもらったこと

市民の要望を直接

行政に届け、実現

できた時の喜び

行政視察や研修会等

で学び、成長できた

【市議会の主な仕事】

ー やりがい ー

⑴  議決
市議会は、市長や議員から提出された議案などを審議し、その可否を決定します。
このように議会の意思を決めることを「議決」といいます。市議会の議決を得なけ
れば、市長は事業を執行できません。

⑵  請願・陳情の審査
市議会は、市政についての市民の希望などを請願書・陳情書の形で受理します。
これらの請願・陳情については、慎重に審査し採否を決めます。採択されたものの
うち、執行機関が措置することが適当なものは市長に送付し、その処置経過の報告
を受けています。

⑶  一般質問
市政の方針や行政が公平かつ効率的に運営されているか、議員は本会議で一般質
問を行い、市側の答弁を求め、これらを明らかにします。

〈市議会に提出される主な議案〉

会派とは
政策や政治上の主義主張を同じくする議員が集
まり、政治活動を行うことを目的として、市議会
に会派届出をしている団体を「会派」といいます。
現在、須坂市議会には 7 つの会派があります。
（詳細は22ページ）

【市議会の構成】

【市議会議員の現状】

市議会は、年4回（３月、６月、９月、12月）定期的に開催される「定例会」と、
必要の都度開催される「臨時会」での本会議 (※1) を中心に運営されますが、議案
をより詳しく専門的に審査するため、３つの常任委員会 (※2) をはじめ目的に応じ
各種委員会 (※3) が設けられています。

● 定例会の開催日
（2021年1月1日～12月31日）

● 議員の定数：20人（現員数は19人）
　※議員になる資格：選挙権を有する満25歳以上の市民
● 議員の任期：４年（現議員の任期は2019年２月11日から2023年２月10日まで）
● 年齢別議員数（2022年４月１日現在）（補足：うち女性議員は２人）

名  称
3月
6月
9月
12月

2/22~3/19 (26日)
6/7~6/30 (24日)
8/31~9/28 (29日)

11/22~12/14 (23日)

会　　期

● 当選回数別議員数

年  齢
人  数

40～49 歳
0人

50～59 歳
1人

60～69 歳
10 人

70 歳～
8人

平均年齢
68歳 6か月

当選回数
人 数

１回

2人

2回

7人

3回

5人

4回

4人

5回

0人

6回

1人

（※1)本会議
議案などを審議し、
議会の最終的意思を決
定する最も重要な会議
です。市長が議案の提
案理由を説明したり、
議員が質疑や一般質問
を行ったりします。

（※2)常任委員会
総務文教、経済建設、
福祉環境の３常任委員
会が設けられており、
それぞれ所管する事業
の調査・研究や条例や
予算などを審査し、そ
の結果を本会議で報告
します。

（※3)その他委員会
議会運営委員会、市

議会広報特別委員会、予
算決算特別委員会、イン
ター周辺等開発特別委員
会、市議会議員選挙の課
題等検討特別委員会、市
議会デジタル活用推進特
別委員会

　 条例
須坂市の法律ともいう

べきものです。内容によっ
ては、市民の権利を制限
したり、義務を課する場
合もあります。また、市
民税をはじめ上下水道料
金や、いろいろな貸付制
度なども条例で定められ
ます。

１ 　 予算
須坂市の家計にあた

り、収入（歳入）と支出（歳
出）の見積りです。予算
の提出は市長が行いま
す。この予算が議決され
て初めて各種の行政が具
体的に進められます。ま
た決算の認定も議会には
かられます。

２

　 同意
副市長・監査委員・教育
長・教育委員会委員など
市長が選任する重要な人
事は、議会の同意を得な
ければなりません。

４ 　 意見書
公益に関する（市民生

活に大きく関わる）こと
がらについて、市議会の
意見を関係する行政庁
（主に政府関係・県）に提
出します。

５ 　 決議
政治的な効果を期待し

て、市議会の意思を内外
に明らかにするものです。

６

　 契約
須坂市が結ぶ契約のう

ち特別なもの、予定価格
1 億 5 千万円以上の工事
又は製造の請負契約や、
2 千万円以上の財産の取
得・処分は議会の議決が
必要です。

３

今まで以上に人と

人とのつながりの

大切さが分かった

ー 大変なこと ー

選挙活動はお手伝

いの皆さんに迷惑

を掛けてしまう

常に議員という

肩書を背負って

行動しなければ

ならない

若い議員が多く

登用されるような

議会づくりを望む

が、難しい

忙しくなって

自由に使える時間

が減った

議員の議員の ききややぶぶつつ
現職現職

議員の議員の ききややぶぶつつ
現職現職

　来年２月は
市議会議員選挙だよ

教えて ! 議会　のこと （拡大版） Vol.5

「須坂市議会　について」
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須坂市花と緑のまちづくり事業
マスコットキャラクター
「かんなちゃん」
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暑い議場にさわやかな花のオアシス
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新
型
コ
ロ
ナ
も
３
年

目
に
入
り
、
一
向
に
終

息
の
目
途
が
絶
た
な
い

状
況
下
で
、
ワ
ク
チ
ン

３
回
目
接
種
が
進
み
、

市
で
は
４
回
目
の
接
種

を
進
め
て
い
く
方
針
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
ま
で
の
接
種
率
は
若

年
層
が
低
く
、
若
い
方

に
も
是
非
、
接
種
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

須
坂
市
議
会
も
来
年

２
月
に
市
議
会
議
員
選

挙
が
あ
り
任
期
も
残
り

わ
ず
か
と
な
り
、
市
議

会
報
も
今
回
を
含
め
残

り
３
回
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
の
な
り
手
不
足
を

解
消
し
よ
う
と
市
議
会

報
で
も
議
員
の
仕
事
内

容
等
を
紹
介
し
て
き
ま

し
た
が
、
須
坂
市
も
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
様
々
な
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
須

坂
市
の
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
若
い

方
の
力
に
期
待
し
て
い

ま
す
。 

（
酒
井
）
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須坂市議会事務局

「こんにちは須坂市議会です」への

ご意見・ご感想は下記へ

E-mail：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp

須
坂
市
議
会
Ｈ
Ｐ

電話：026-248-9014
FAX：026-248-3365

■■■ 令和 4 年 6 月定例会本会議をインターネットで録画配信中  ご覧ください ▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎
録
画
中
継

伊藤麻由子さん・琴
ことは

春ちゃん（塩川町）
  新しい子育て支援センターに遊びに来たのは今日で２
回目。施設は広く、とてもきれい。涼しくて子どもと一
緒に過ごしやすい。大満足です。好きなおもちゃもたく
さんあるし、ランチコーナーやおひるね室もあり、１日
楽しめるのでこれからも利用したいと思います。

酒井愛実さん・実
みらん

蘭ちゃん・弾
だんく

功くん（村石町）
  新しい子育て支援センターに来るのは３回目ですが、
中央児童センターもたまに利用しています。置いてある
ものが違ったり、外遊びができたり、両方とも良い所が
あるので行き来できるのはうれしいです。新しい施設は、
年齢に関係なく、子どもたちが遊んでいる様子を見渡せ
るので安心。隣にカフェがあるのもいいですね。

子育て支援センターにおじゃましました。

「ズバリ！新しい子育て支援センターはどうですか？」

・
始めました

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

月日・曜日 開議時刻 摘 要

　8 月 30日（火） 10:00 開会

　9 月　5日（月） 9:00 予算決算特別委員会（総括質疑）

6日（火）〜　9日（金） 9:30 一般質問

12日（月）〜 20日（火）
（17日〜19日は休会） 9:00 分科会・常任委員会審査

22日（木） 14:00 予算決算特別委員会

27日（火） 10:30 閉会

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴される方は備え付けのアル
コール消毒液での手指の消毒・マスクの着用にご協力をお願いいたします。

令和４年 会期日程（予定）9月定例会

一般質問の通告要旨は9月2日以降、地域公民館等に配置します。
なお、上記日程は都合により変更する場合があります。
※託児・手話サービスがあります。（事前に議会事務局まで連絡願います）

スマホで「こんにちは須坂市議会です」スマホで「こんにちは須坂市議会です」
スマートフォンやタブレット端末などから市議会報を

ご覧いただけます。
App Store または Google Play からダウンロード

マチイロダウンロードページはこちらから

子育てママ子育てママのの声声
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